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片倉　 異文化環境におけるムスリム

異文化環境におけるムスリム

カナ ダにお け るア ラブム ス リム社 会 の形 成

片 倉 も と こ*

Muslims in a Non-Islamic Environment 

With Focus on Arab Muslims in Canada

Motoko KATAKURA

   This paper examines the past and present situation of 
Muslim immigrants in Canada, with special emphasis on the 
Arab Muslims in British Columbia and Vancouver. 

   The first section deals with Canadian immigration history 

until the present. Canada's immigration policies, especially 
 exclusionist immigration policies and the racially unbiased 

policy known as the "point system", are discussed. 
   The second section traces Muslim and Arab immigration to 

Canada and British Columbia, leading to the present. Ismaili 
and Iranian communities are examined, as are a few groups of 
Arab origin. 

   The third and fourth sections discuss the situation of the 
Muslim and Arab communities in Canada today. The develop-
ment of the Muslim communities, and the problem of ethnic 
identities are discussed. This provide an initial insight into the 
ethnic and religious biases that existed in Canada in the past 
and continue to the present. Finally, the problems of 
adjustment facing Arab Muslims to  non-Islamic environment are 
described, with an observation of Canadian-born generations, 
who will play a significant role for the survival of Muslim 
community in the Canada of tomorrow.

*国 立民族学博物館第2研 究部
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序 問題の所在

1.カ ナダにおける民族集団とその移住過程

1.自 由入国期

2.選 抜的移民政策

3.移 民衰退期

4.新 移民政策期

ll.カ ナダ及びブ リティッシュ ・コロンビア

におけるムス リムとアラブ移民の流入

1.カ ナダへのムスリム移民

2.ブ リティッシュ・コロンビアにおける

ムスリム

3.ア ラブ移民の流入

皿.「ムスリム」・「中東」・「アラブ」に対する

否定的態度

1.偏 見と無知の存在

2.カ ナダ政府公認教科書にあらわれたア

ラブまたはムスリム

3.偏 見の具体化例

N.カ ナダにおけるアラブムスリム ・コミュ

ニティの形成

1.環 境対応への3つ の類型

2.イ スラーム的環境の整備

3.新 世代の問題

総括と結語

序 問 題 の 所 在

　 「異文化環境」 とは,何 をさすか。これについて,厳 密 に検討 しは じめると,そ れだ

けで1つ の論文 にな って しま うだろ う。ここで は,「 異文化環境」の意味すると ころを

ご く単純 に,「 非 ア ラブ的,非 イス ラーム的環境」,あ るい は,「 西欧的,キ リス ト教的

環境」 という ぐらいの意味で使いたい と思 う。「ムス リム」 は,「 イスラーム教徒」 と

お きかえ ることも可能であ るが,こ こでは,意 図的にムス リムとい う言葉を用 いるこ

とと した。 イスラーム教徒 という言葉を使 った場合,イ スラームを信奉 して いる者 と

いう宗教的意味合 いが,表 面 に出て くる きらいがある。 しか し,こ こで は,ム ス リム

として生れて も,イ ス ラー ムか らほ とんど遊離 して いる者や,イ スラームを否定 して

い る者 も含めて考察 した いと思 うか らである。つ ま り,宗 教的人間 よりも全人 間的人

間を考えてみたい と思 うか らである。

　 本論文におけ る 「ア ラブ」 とは,ア ラビア語 を母語 と して持つ人達,お よび その子

孫 た ちを さす こととす る。従 って,も はやア ラビア語 を話す ことので きな くなった2

世,3世 もア ラブ とよぶ こととす る。 また,「 ア ラブムス リム」 とい うとき,ア ラビ

ア語を母語 として持 つ人 たち,お よびその子孫で,し か も生れお ちた ときに,自 動的

にムス リム とよばれ るよ うになった人た ちの ことを さす。 「ア ラブ」 の中には,キ リ

ス ト教徒 やユダヤ教徒,バ ハ ーイ教徒 な どさまざまが交 り,「 ムス リム」の中には,イ

ン ドネ シア,イ ン ド,パ キスタ ン,フ ィジーな どさまざ まな国籍 を持 つ人 たちや,さ

まざまな民族が含 まれ る。 本論文 では,広 い意味で,「 ア ラブ」や,「 ムス リム」をさ

す ときには,「 アラブや ムス リム」「ムス リムおよびアラブ」 という表現を用 いる。
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写真1　 「集団ムス リム」マスジドで礼拝する女性ムスリムたち

　筆者は,エ ジプ ト,サ ウジアラビア,

シ リア,イ ラ ンな どの いわゆ る中東地

域 にお けるムス リムについての調査研

究 を,数 年来続 けて きたが,い つの頃

か らか,中 東地域以外 の,す なわ ちム

ス リムがマジ ョリティ ・グループでは

ない ところに存在す るムス リムを勉強

してみたい と考 え るにいた った。

　 その理 由,お よびそ こに所在す る問

題 は,次 の3点 に要約 され る。 まず,

集 団 ムス リム と個人 ムス リムの問題 を

考 えてみた いと思 うのが,第1点 であ

る。 ムス リムは,イ ス ラーム的環境 の

中で のみ,イ ス ラーム的であ りうるの

だ と言われ ることが,し ば しばあ った。

まわ りのみ なが祈 りをす るか ら祈 る行

為 をす る,み なが断食をす るか ら断食

をす るとい うよ うに,ム ス リムは集団

写真2　 「個人ムスリム」自宅の一室で一人,

　　　　礼拝する女性ムスリム

指 向が強いのだ と指摘 され ることが ままあ った。 日本の研究者 の中には,日 本 的 な

「世 間体」 とい うものが,こ こにも存 在す ると指摘 し,た とえば イラ ンで は,そ れを
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ゲイ ド=ワ=バ ンデニエ ジテ ィマーイーとよぶ と記述 されている1)。 しか し,こ れ らの

指 摘 に対 して,筆 者 は全面的 に肯定す ることが出来な いと考えて きた。 とくにア ラブ

の場合 には,も っと複雑 な様相が観察 された。 た しかに集団指向や同調性 は,ア ラブ

にも存在す るもので ある[片 倉　 1981;KATAKuRA　 l981]。 イ ランの場合 にはアラ

ブ に比べて,よ り大 きい程度 に存在す ることは,認 め られ る。 しか し,同 時に,個 人

指 向 とい うべ きもの も観察 され る。主 体的 に,「 我 と神」 の関係を保 ってい る者 も多

数存在 する ことが筆者の フィール ド・ワークの中で確認 された。 も し世 間体 といった

集団指 向の中でのみ,イ ス ラーム的であ るとす るな ら,キ リス ト教徒が多数であ るよ

うな社会 に出てい った ムス リムは,日 に5回 とい う面倒な祈 りはやめ,断 食の行 か ら

も解放 され,異 教徒た ちと酒 を くみかわす ようになるのだろ うか。イス ラーム教徒 が,

非 イス ラーム的環境 におかれた ときにどうな るのか,ど のよ うな行動様式を とるのか

を見 てみ ると,こ の問題 は,よ り明確 に浮 きぼ りにされ るので はないか と考えた。

　 第2点 は,イ ス ラームが ヨーロ ッパや アメ リカで第2の 宗教 にな りつつあ るとい う

ことであ る。イス ラームは,ア ラビア半 島 に生 まれた宗教で あるが,そ れが東南 アジ

ァ に伝 わ って,現 在,イ ス ラーム教徒の絶 対数か らい うと,東 南 アジアの宗教 と言 っ

て もよい ぐらいにな って いる。 ヨーロ ッパで も,ま だ数 は少 ないが,質 的 に問題 に し

得 るムス リムが存在 して いる。 ウィー ンやパ リに も,立 派なマ スジ ド(モ ス ク)が 建

て られ,多 数 のムス リムたちが集 ってい る。 筆者が1983年 に ロン ドンを訪れた際に も

まるで イス ラーム革 命後 のイ ランと同 じよ うな光景が繰 り広 げ られて いるのを観察 し

写 真3　 ウ ィー ン21区 の マス ジ ドと ムス リム た ち

1)字 義通 りには,「社会的な圧力と緊縛」を意味する。日本的にいうと,い わゆる 「世間体」

といった意味合いになる[大 野　 1971:382]。
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た。 ロ ン ドンで は長期 にわた る調査 ができなか ったが,こ の ときの研究を1つ の手 が

か りとして,カ ナダで の調査研究 を行な うことに した。

　 第3に は,異 文化環境 にお けるムス リムの問題 を,人 間 の移動 にともな う文化の問

題 として考 えてみた いと思 うのであ る。人類 の歴史 はさまざまな形で の 人 間 の 移 動

(migration)の 歴 史であ ると言 って もいい。人間が,政 治的 ・社会 的 ・文 化的な境界

(boundary)を 越 えて移動す るときに,移 動す る個人 ・集団 が保持 していた従来 の文

化 が,他 の文化圏の中で どの ように変化 す るのか,あ るいは しな いのか とい うことを,

具 体的 に考 えた いのであ る。近年 は,世 界 の政治 ・経済の相互依存 にともない,国 の

内外へ の大規模な人 口移 動がお こり,こ のよ うな 状況 の中で,Safaも 指 摘 す る よ

うに,地 域 にお ける エスニ ック ・マイノ リテ ィが,適 応の1つ の様式 と しての 同化

(aSSimilatiOn)を 拒 み,文 化的 アイデ ンテ ィテ ィの保持 を求 めるとい う現象 が,世 界

的 に起 って いる[SAFA　 and　 Du　 ToIT　 l975:XII]。

　 カナダで は,ト ル ドーが政策 として打 出 した多元文化主義(multi-culturalism)カ ゴ

と られて いるが,そ れ とあいま って,民 族原理(ethnicity)が ど のように出て くるか,

あ るいは 出て こないのかの問題 を考 えてみ よ うと思 う。

　 これ らの3点 をふまえた上 で,本 論文で はカナダの ムス リム,と くにア ラブムス リ

ムの過去 と現在の状況 について,検 討す る。 まず カナダ全体の移民構成 の中にムス リ

ムを とらえ,現 在 にいた るまでのカナダの移 民の歴史 を検討 し,さ らに,カ ナ ダにお

け るア ラブや ムス リムた ちが直面 した問題について,文 献 ・資料 と,新 聞記事 の分析

および面接調査,聴 きこみ などを もとに考察 す る。本論文は,バ ンクーバ ー市 のエジ

プ ト人 社会 についての集 中調査研究報告への まえが きとな るものである。

1.カ ナダにお ける民族集 団 とその移住過程

　カナダは,比 較的新 しい国家で,「 自治領カナダ」 として結成されたのは,1867年

である。以来,一 世紀余りの間に,カ ナダの人口は急速に増加 したが,そ の人 口増加

の主要な原因は,積 極的な移民政策にあった。世界の各地域から大量の移民を受け入

れ,現 在のような,さ まざまな民族集団を構成員とする多文化主義の国家に発展する

に至 ったのである。 しか し,移 民政策というものは,一 般に地球上のどこにおいても,

受け入れ国の損得勘定のか らみ合いの上で施行される傾向がある。カナダも,例 外で

はなか った。世界中の難民を受け入れているという印象を一般には与えながら,実 は

カナダ移民の窓口も,公 平に開かれていたわけではない。カナダへの自由な移住は,
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のちに述べるように,ご く限られた初期の時代のみで終焉 し,以 後人種的 ・民族的背

景を理由に,移 民志望者を選択 レ,あ る部分を排斥することが しばしばおこなわれた。

1967年 に,移 民政策の基本的な変更があって以来,カ ナダ移民法は,そ うした人種的

偏見にもとつく選択条項を削除したが,今 なお実質上の排斥選択は行なわれている。

また,長 期にわたって続いてきた偏向移民政策は,カ ナダの今日における民族構成に,

多大な影響を与えている。

　カナダにおける移民政策の歴史を,以 下の4期 に分けて考察 してみることとする。

El】iottも,ほ ぼ同様な分類をしている[ELLIoTT　 l979:162]。

　 1)1895年 以前　　 「自由入国」(Free　Entry)期

　2)　 1896年 以降,第 一次世界大戦まで　　選択的移民政策期

　3)　第一次世界大戦終結か ら第二次世界大戦まで　　移民衰退期

　4)第 二次世界大戦終了後以降,現 在に至 るまで　　 「点数」制度(merit　 points)

　　による新移民政策期

1.　 自 由 入 国 期

　カナダで初 めて人 口調査が行なわれ,記 録 された のは1608年 で あ り,28人 の 所帯主

らしき居住者が記録 されている[ELLIoTT　 l979:164]。 この 中には,明 らか にカナ

ダの原住民な どは含 まれていず,そ の他 の住民 ももれてい ると考 え られ る。 いずれ に

せ よ当時の非原住民の居 住が,い かに小規模であ ったかを示 している。 カナダ発展の

初めの1,2世 紀 には,移 民の大多数 が,フ ラ ンス人 とイギ リス人で あったが,ド イ

ツ人,オ ランダ人,黒 人 もそれ らに続 き,か な りの数 にのぼった。

　初期 に,カ ナダの政治 的 ・経済的支配力を もっていたのは,フ ランス人であ ったが,

いわゆ る 「フランス時代 」は,1867年 の 自治領 カナダの成立を もって終了す る。 その

当時,イ ギ リス系移民 の人 口は,カ ナダ全 体の60.5%,フ ラ ンス系移民 は,31.3%で

あ った2♪。 従 って,数 の上 で もイギ リス人 は,カ ナダの移民集団 の中で,も っとも有

力 とな り,そ の影響 力は,20世 紀 に至 るまで継続 した。近年,イ ギ リスか らの移民 は

減少 しつつあ るが,長 期 にわた りイギ リス連合王国 は,カ ナダへ最多数 の移民を送 り

出す 国で あった[ANDERsoN　 l981:162]。

　 自治領カナダの結成 に際 し,政 治的支配力を握 ったイギ リス人 は,早 速 に自 らとフ

ラ7ス 人を 「特権 グループ」(Charter　 Groups)と 称 した。 カナダにおける最初の永

2)こ の人 口比 の デ ー タ は,カ ナ ダ人 口調 査 に お け る出 身地 に関 す る質 問を も とに 出 され て い る

[RIEDGER(ed.)　 1978:85]。
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住移民者 と しての立場を公 けの ものにするためであった と考え られ る。引 きつづ き,

1896年 に は,初 めての移 民法が設 け られ,そ の法令 の管理者 と して,CliHbrd　 Sifton

が 内 務大 臣 に任命 された。1896年 にSiftonは,新 しく選抜的移民政策を布告 し,こ

れ により,カ ナダの移民 の歴史 におけ る 「自由入 国」(Free　 Entry)の 時 期 は終了 した。

　 2.　 選 抜 的移民 政策

　内務大臣として,Siftonは,新 しく建設されたこの国家には,今 後いかなる移民志

望者をも,無 条件に受け入れてはならない,カ ナダの要求と 「最大の関心」にもっと

も適合 した移民のみを選択 していくべきである,と いう方針を強 く打 ち出した。当時,

カナダは,西 部カナダを特に農業の面から開発 し,そ れにより,東 部と西部を統合す

る必要に迫 られていた。従 って,第 一次世界大戦までの,こ の選抜的移民政策期にお

いてSiftonは,農 業経験のある移民のみを主として求めた3)。 その多 くは,南 部及

び東部ヨーロッパからであり,こ の時期,そ れ らの国からの移民人口は,相 当な数に

表1　 カ ナダ の人 口増 加,お よび移 民 人 口(1871-81～1961-71)

10年

1871-1881

1881-1891

1891-1901

1901-1911

1911-1921

1921-1931

1931-1941

1941-1951

1951-1961

1961-1971

1971一

人 口

総人口

(単 位 千)

　 3,605

　 4,325

　 4,833

　 5,371

　 7,207

　 8,　788

10,　377

11,507

14,009

18,238

21,569

年平均人
口増加率
概算

(%)

1.60

1.12

1.06

2.98

2.00

1.68

1.04

1.72

2.68

1.70

移 民

　　　　　 10年平均
移民数　　の人口に　　　　　対

する%

(単 位 千)

　 　353

　 　903

　 　326

　 1,759

　 1,612

　 1,　203

　 　150

　 　548

　 1,543

　 1,429

8.8

19.7

6.4

28.0

20.2

12.6

1.4

4.4

9.6

7.2

Dominion　 Bureau　 of　Statistics,　Censuses　 of　Canada,1851　 to　l961:Statistics　 Canada,1971

Census　 of　Canada,　 Ottawa　 lnformation　 Canada.　 Kalbach,　 W.　E,,　The　 Canadian　 Immigr-

ation　and　Population　 Study,　 Department　 of　Manpower　 and　Immigration,　 Ottawa,　 Inform-

ation　Canada,1974,　 Table　 l.1,2.6を も とに,片 倉 作 成 。

3)特 定 移 民 の 移 住 促進 の た め に 旅費 の補 助,定 住 奨 励,植 民地 化協 会 へ の優 遇 措 置な どが 行 な

わ れ た[ANDERsoN　 1981:167]。

4)1896年 か ら1914年 まで の18年 間 に カ ナダ へ の 移民 は300万 人 を越 え た。 と くに1913年 に は,

そ の年 だ けで40万 人 の移 民 が あ り,カ ナダ 移 民 の歴 史 にお い て 最 も移民 の多 か った年 と して 記

録 され て い る[ANDERsoN　 l981:167;ELLIoTT　 l979:165]。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 687
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表2　 カナダの人口変化の構成要因(1871-1971)

10年a 出 生 自然増加 移 民 数 移民実数

1871-1881

1881-1891

1891-1901

1901-1911

1911-1921

1921-1931

1931-1941

1941-1951

1951-1961

1961-1971

(単 位 千)　 (単 位 千)

1,477　 　　 723

1,538　 　　　714

1,546　 　　　718　 　(　　670)c

1,931　 　1,120　 　(1,030)

2,338　 　1,230b(1,270)

2,415　 　1,360

2,294　 　1,222

3,186　 　1,972

4,468　 　3,148

4,063　 　2,703

　 (単 位 千)　 　 　 　 (単 位 千)

353　 　　　　　　-一　87

903　 　　　　　 -206

326　　(　　250)c　 -180　 　(-130)c

1,759　 　(1,550)

1,612　 　(1,400)

1,203

　 150

　 548

1,543

1,429

　716　 　(　　810)

　351　　(　　310)

　229

-92

　 169

1,081

　627

出 典 　 Department　 of　Manpower　 and　 lmmigration,1972　 lmmigration　 Statistics

　 　 　 Ottawa,　 Information　 Canada,1974,　 Table　 l

　 a　 国 勢 調 査 と 国 勢 調 査 の 間 の デ ー タ

　 b　 第 一 次 世 界 大 戦 の 戦 死 者 を 含 む

　 cP.　 Camu,　 E.P.　 Weeks,　 and　 Z.　 Sametz,"Economic　 Geography　 of

　 　 　 Canada",　 Toronto,　 Macmillan　 of　 Canada,1964,　 Table　 3に お い て

　 　 　 修 正 さ れ た 見 積 り

のぼった4》。

　選抜 的移民政策 は,し か しなが ら,「 望 ま しい」 特質 を もった個人 を求 めることに

あ ったばか りでな く,カ ナダ人 とな りうる一部の 移 民志 望 者 を 「望 ま し くな い」

(unadmissible),あ るい は 「同化不可能」(unassimilable)と み な して,移 民 の道か

ら排 斥す ることに も使われた。 この政策 にもとづ き排斥 されたの は,カ ナダ当局 が大

まか に名指 して いるよ うに,「 アジア人」 が大多数であ った5)。 民族的排斥 の政策 は,

この ように して始 ま り,20世 紀 後半 まで延 々と続 くことになった。 これ につ いて は,

後 に詳 しく述べ ることにす る。

5)こ の 「アジア入」の中には,中 東からの人々も含まれた。カナダ政府が 「資格な し」とみな

す地域からの人々は,お しなべて 「アジァ人」の範疇 に入れられた。ブリティッシュ ・コロン

ビア州ではアジア人に対する人種的反感の高まりから,ア ジア人移民排斥政策がエスカレー ト

した。従来,ブ リティッシュ・コロンビア州はアジアからの移民の入国拠点で,19世 紀末には,

CP鉄 道敷設に伴い,多 くの中国人移民を受け入れた。 この結果,初 期移民であるヨーロッパ

系の移住者は,ブ リティッシュ ・コロンビア州,特 にバンクーバーで次第に大きくなるアジァ

人コミュニティに対 して脅威を抱き始めた。彼らはアジア人排斥連盟を結成 したり,排 斥的移

民政策に荷担する運動を行なったり,1907年 の反アジア人暴動に見られるように,暴 力にさえ

訴えてこの迫り来る脅威と戦った。連邦政府は,こ のヨーロッパ系移民とアジア系移民の衝突

の解決策として,以 下の様な事項を含む移民法を施行 した。1884年 には,カ ナダに入国するす

べての中国人に対して 「人頭税」50ド ルが課せられていたが,1903年 には500ド ルに引き上げ

られた。1923年 には,カ ナダへの中国人移民は削減された。また,移 民局は,他 の地を経てカ

ナダへ渡 ってきた移民を排斥した。その他,移 民法の中には,中 国人を除くアジア人移民に対

して,入 国料として200ド ルを課すことをとり決めたものもある[NovRis　 l971:214-225]。
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表3　 出身 別 カ ナ ダ移 民(1926-45,1946-55,1956-65)

出 身 1926-45 1946-55 1956-65

イギ リス人

北西ヨーロツパ人

中央 ・東 ヨーロッパ人

南東 ・南ヨーロッパ人

ユダヤ人

アジア人,そ の他

合計　　%

　　　 人 数

　 47.8%

　 24.4

　 19.1

　 　 4。5

　 　 3.4

　 　 0.8

　 100.0

950,944

　 　 34.1

　 　 30.2

　 　 15.1

　 　 15.3

　 　 3.6

　 　 　1.7

　 　 100.0

1,222,318

　 　 32.9

　 　 20.7

　 　 7.7

　 　 30.0

　 　 2.2

　 　 6.5

　 　100.0

1,476,444

Department of Manpower and Immigration, Annual Immigration Reports; 
Royal Commission on Bilingualism and Biculturalism, Book IV, Ottawa, 
The Queen's Printer, 1970, Table  A-1. Kalbach, W. E., The Immigration 
and Population Study, Department of Manpower and Immigration, Ottawa,
Information  Canada;  1974, Tab e 2.1. により片倉作成。

3.移 民 衰 退 期

　排斥 的移民 の時期 は,第 一次世界大 戦の勃発 によ り,突 然終止符を打つ ことにな っ

た。 この時 よ り,第 二次世界大戦の終 了までの約30年 間 は,移 民流入 に衰退を もた ら

した時期で ある。カナダ は,こ の時期,2つ の大戦 を戦 い,1930年 代 の経済不況を切

り抜 け ることに没頭 していたのであ る。

第二次世界大戦の終了 と共 に,移 民への新たな関心 が生 れた。 当時 の首相,Mack-

enzie　Kingは,カ ナダの大幅な人 口増加,経 済発展 の手段 として,移 民受入 を奨励

した。 しか し,そ れに もかかわ らず,人 種 ・民族 にもとつ く排斥的政策 は引 き続 いた。

イギ リス,ア メ リカ合衆国 につづ き,フ ランスがカナダへの移民を送 り出す 「好 ま し

い国」 に加え られ,他 の国 々は,「 好 ま しくない国」 として分類 された。

　人種偏見 にもとつかない とされる移民政策が,カ ナダ に導入 されたのは,1967年 に

な って か らにす ぎない。この新 しい政策 は,「 点数」制度 によるもので,移 民応募者 は,

年 令,教 育程度な どの個人的特性 に もとついて 「点数」を与え られ,そ の合 計点 によ

り審査 され る6》。 この新 しい政策が導入 された結果,カ ナダ移民の構成 は変化 した。

「第三世界」か らのホ ワイ ト・カラー層 が新 しい移民の大部分を占め るよ うになった

6)移 民応募者に適用された 「点数」制度 は100点 満点であり,学 歴,経 験,人 柄,希 望職種,

職業技能などを始めとする9種 目別の得点を合計 して求められる。このシステムにおいては学

歴,経 験,職 業技能に30点 の配点がある。これは,カ ナダ政府が経済的な必要性を優先 してい

ることを示すものである。事実,年 を追うごとに移民選抜はカナダの経済面に左右される度合

が増した。1974年 の移民法の改正案には,「 移民応募者の職業は,カ ナダで必要とされている

ものに限る」という提示がなされている[GREEN　 1976:34]。
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のであ る7)。

　すで に述 べた とお り,連 邦 政府 による排斥的移民政策 は,明 らか にカナダの民族構

成 に多大の影響を与えた。 註5に 記 した とお り,「 アジァ人」 コ ミュニティにそれが

強 く表れて いる。中国人,日 本人,イ ン ド人 に加え,黒 人,中 東その他 の国か らの人

人 も排 斥の対象 であ った。 これ らの民族 ・国籍を背景 にもつ個 人は,カ ナダへ の移民

を禁止,あ るい は停止 された。

　 この排斥的政策 により,多 くの ムス リムおよび,ア ラブ にとって も,カ ナダ入国は

困難 とな り,時 には全 く不可能 となった。「望 ま しくない分子」を カナダか ら締 め出 し

て お くた めの方策 と して,一 例 をあげ ると,P.C.926会 議 の法令(Order　 in　Council

P.C.926,1908)と 呼 ばれ るものがある。 この法令は アジア系の移民に,カ ナダ到着

の際 に入 国料 と して200ド ル を払 うことを義務 づ けた ものである。 これによ り事実上,

貧 困 な移民 はカナダ入国を阻止 され ることになった。第二次世界大戦後 に移 民政策が

緩和 され るまで,P.C.926が 現 実 にシ リアか らの 移民の数を減少 させ た ことが指摘

されてい る[ABu。LABAN　 l980:85]。 事 実,1911年 か ら1951年 までの間,ア ラブ系

カナダ人 コ ミュニティの人 口増加率 はたいへん低 く,人 口増加は,主 と して,自 然増

加 によ るものであ った。 この排斥 の方策 は,第 二次世界大戦後 まで,他 の民族集団同

様,ア ラブ ・ムス リムに対 して も続 け られた。

4.新 移 民 政 策 期

　第二次世界大戦後,特 に,1962年 及び1967年 に,基 本的な移民法の改正が行なわれ

た。既述のとおり,こ の新 しい移民法には,「点数制度」 が取 り入れ られた。 その内

容は,註6に 記 したとおりである。個々の移民応募者を選抜する際に,カ ナダの経済

的要求が,ま すます重要な決定要因となったわけである。1985年12月 より,カ ナダ移

民の応募資格を得るためには,普 通,個 々の応募者は,カ ナダ人の雇用者によって,

職が提供されているという公的証明を示さなくてはならない。その場合,カ ナダ市民

には,あ まり適さない職種の方がよい。比較的裕福で,自 営業の個人が応募で きるも

のに,企 業家の部類があった。 このグループは,個 々の特殊な事情にもとついて,審

査された。

　個々の応募者の場合,経 済的要因が,ま すます大 きな条件になったのは事実である

が,一 方で,保 証人のある移民に対 しては,カ ナダ移民法は,か なり一定 した態度を

7)Immigrations　 Statistics　1956-1974[DEPT.　 oF　MANPowER　 AND　 IMMIGRへTlbN　 1976]の 移 民

統 計 に基 づ い て,戦 後 カ ナダ へ移 民 を 送 り出 した 国 々を ぬ き 出 し,そ の職 歴 を 検 討 した。
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表4　 カナダへの移民数(1983-1985)

年 予定された移民数 実際の移民数

1983

1984

1985

約115,000

約120,000

約125,000

　 　 89,157

　 　 88,239

約 　 69,000

　　　　　　　 1985年12月9日,Employment＆Immigration　 Canada　OMce

　 　 　　　　　 で行なった聴き取 り調査により片倉作成。

保 って いる。 カナダ政府が,親 族の再統合 を最優先 とみな して いるた めで ある。親族

の部類で移民応募で きるの は,以 下のよ うな場合 である:。 保証人の配偶者,及 び,

そ の21歳 未 満で未婚の扶養家族 。60歳 以上 の,保 証人 の両親,あ るいは祖父母(も し

保証人がカナダ国籍 を もつ場合 には,年 令制 限は不要),及 びそれ に同伴す る扶養家

族 ・未婚 または孤児 であ り,18歳 未 満 の保証人 のき ょうだ い,姪,甥 。保証人の婚約

者 とその扶養家族。

　 しか しなが ら,引 き続 く経済不振 のために,全 体 と して,カ ナダへ受 け入れ られ

る移民の数が,減 少 している ことは明白である。 トロ ン トの移民専門の弁護士 であ る

Mendel　 Greenは,次 のよ うに述 べてい る。 「多額の資金 を もち,職 を提供で きるよ

うな企業家 であるか,あ るいは,近 い親族が カナダ に住んでい る場合以外 には,カ ナ

ダに移民 して くる ものはいな い。」8)表4で 示 したよ うに,過 去3年 間の予定された移

民 の数 と,実 際にカナダに入 国 した 移民の数を 見 ると,こ の減少 は 明 らかである。

1983年 か ら1985年 の間 に,受 け入 れ られ る予定の移民の数 は,増 加す るはずであ った

が,実 際 には減少 してい る9)。Department　 of　Employment　 of　lmmigration,　 Canada

OMceが 非 公式 に発表 した ところによれば,カ ナダの移民 は全体 と して,40パ ー セ ン

ト減少 した10》。

II.カ ナ ダ及 び ブ リテ ィ ッシ ュ ・コ ロン ビ アに お け る

　　　ム ス リム と ア ラブ移 民 の流 入

　 1.　 カ ナ ダ へ の ム ス リ ム 移 民

　 こ こ で,現 在 に 至 る ま で の ム ス リ ム と ア ラ ブ の,カ ナ ダ 及 び ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・コ ロ

8)1984年11月21日 付,The　 Glove　 and　 Mail紙 のMary　 Gooderhamの 記 事 に よ る 。政 府 当局

　 は,移 民 の受 け 入 れ枠 を 表4の よ う に示 して は い る が,「 事 実上 の しめ 出 しを行 な って い る」 と

　 い う意 味 合 い を こめて 語 られ た もので あ る。

9)移 民 経過 と統 計 に関 す る,最 も新 しい情 報 は,1985年12月9日 にDepartment　 of　Employ-

　 ment　 and　Immigration,　 Canada・OMceの バ ン クーバ ー出 張 所 の2人 の 職 員 か らの 聴 き取 り調

　 査 に よ る。

10)Department　 of　Employment＆Immigration,　 Canada　 OMceに お け る聴 き取 り(1985年12

　 月9日 お よ び,1986年1月12日)に よ る。
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ンビアへの移民 の歴史 につ いて検討す る。 まず初 めに,カ ナダ全体 のムス リム移民 に

注 目す る。

　 カナダへ のムス リム移民 は,さ きに述べ たよ うな1900年 代 の移 民法 の変化 によ り,

そのつ ど多大な影響を受けて きた。 この事実 は,今 世紀 にな ってか らのカナダ のムス

リム移民 の人 口増加 の様子 をみれば明 らかであ る。1901年,カ ナダの全 ムス リムの人

口は,300人 か ら400人 で あ り,1900年 代 の前半 にか けて,わ ず かに増加 し,1911年 に

は1500人,1951年 に は約2000人 か ら3000人 の ムス リムが登録 されて いる。 しか し,続

いて起 る移民法 の緩和 に伴 い,ム スリム ・コ ミュニテ ィに急激 な人 ロ増加がみ られ,

1980年 の ムス リム人 口は,10万 人 と推定 され ている11)。

　 カナダへ移 民 した初 めてのムス リムは,ス コッ トラン ド出身 である ことが記録 され

て いるが12》,そ れ につづ く大多数のムス リム移民 は中東,イ ン ドなどの 伝統的なイ

ス ラーム国家 の出身で ある。1901年 に登録 されて い る300人 か ら400人 の ムス リムは,

主 と して トルコ,及 び シリア出身で あり,1911年 に は,1500人 の うち約100人 は トル

コか らや って来た者た ちであ った[ABU-LABAN　 l983:76]。

　 す でに述べた理由 により,1911年 か ら第二 次世界大戦後 までの約40年 間,ム ス リム

・コ ミュニ ティの発展 も極小 であ り,大 戦直後の ムス リム移民の大多数 は,中 東,及

び東 ヨーロ ッパ か らであ った。

　 1960年 代 の移民法の改正 により,ム ス リム移民 の国籍,民 族 は変化す る。1961年 以

降 は,イ ン ド亜大 陸か らの移 民が急 増 し,1966年 以 降には,イ ギ リス,東 アフ リカ,

南 アフ リカ,ト リニダー ド・ トバ ゴ,フ ィジー,モ ー リシャス,ガ イアナか らのイ ン

ド系 ムス リムの移 民が増加 し,カ ナダの ムス リム ・コ ミュニテ ィに重要 な変化 をもた

らす こととなった[ANDERsoN,8'磁 　 1983:226]。

　 ムス リム ・コ ミュニテ ィを構成 する民族 ・国籍の異 な るそれぞれのグループにつ い

て各 々のグループに関す る報告 を した いと考えたが,入 手 で きる資料 がわず かである

ため,そ れ には限界 があ ることが判 明 した。 ここでは,比 較 的情報量 の多 いイスマー

イー リー13)・ コ ミュニテ ィとイ ラン人 コ ミュニテ ィを概観す る。 ア ラブ諸 国出身の ム

ス リム ・コ ミュニ ティにつ いては,の ちに検討 する。

11)カ ナダ人口調査の結果とムスリム指導者らの推定をもとに,お よそのムスリムの概括人口を

　算出すると,こ ういう数字になる。　　　　　　 '

12)カ ナダ・ムスリム・コミュニティ協議会(CMCC)の 全国異宗派間調停者(National　 lnterfaith

　 Co・ordinator)で あ るAziz　Khakiに よる。1985年10月29日 に行なった片倉とのインタビュー

　で明らかにされた。

13)シ ーア派の一分派で,7イ マーム派とも呼ばれる。その名は,シ ーア派のイマームの系図に

　おいて,イ スマーイールを第7代 イマームと主張することに由来 している。主にシリア,ア フ

　ガニスタン,ト ルキスタン地方,イ ンド,東 アフリカに信徒が多い。
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　 カナダ にお けるイスマ ーイー リー ・コ ミュニティは比較的新 しく,1970年 頃 か らの

ものであ る。 その当時,北 米全体 に約600人 の イスマーイー リーが居住 し,そ の うち

100人 ほ どが西部カナダに住 んでいた。大部分の イスマ ーイー リー は,ア フ リカか らの

移民 である。元来 は,イ ン ド亜大陸,グ ジ ャラー トなどの出身者 であるが,1世 紀近

くの間,ア フ リカに居住 して いた者が大部分であ る。アフ リカ大陸 において,彼 らは

経済 的優越 を持つ にいた ったが,そ れが現地先住 民たちの間 で問題 となり,1970年 代

の初 めにかけて,ア フ リカ,特 にウガ ンダでのイスマーイー リー虐待 が激 しくなった。

1972年 に はウガ ンダで 「アジア人追放」が起 り,カ ナダ に居住 してい るイスマーイー

リー は,こ の時,ウ ガ ンダか ら移住 した ものがその端をな してい る。

　 これ らの先行 グルー プ に つづき,多 数の イスマ ーイ ー リーがカナダに移住 し,1985

年 には,イ スマ ーイ ー リー人 口は,20,000人 に のぼ ると推定 されて いる[ANDERsoN,

et　al.1983:235]14)。 イ スマーイー リーは,カ ナダでの新 しい環境 に うま く適応 し,

彼 らが従事する職業 も多種多様 にわた っている。女性 のイスマーイー リーも他のムス

リム女性 に比す ると,格 段 に多数 の者 がカナダの労働人 口の中 に組入 れ られてい る。

彼 らの適応度の高 い理由 は,a.イ スマ ーイー リー ・コ ミュニテ ィの持 つ集団 と して

の組織力 が強力であ る こ と[ANDERsoN,　 et　al.1983:235],　 b・ 西欧的産業主義の

生活 に適合 した生活様式,す なわ ち 「イス ラームの西 欧化」 ともよべ るようなや り方

を採用 して いること15),C。 コ ミュニテ ィ成員の団結への希 求 の強 さが存在 す ること

の3つ に要約 され る。

　 他方,カ ナダの イラ ン人 コ ミュニテ ィは,カ ナダ ・イスマーイー リーよりもは るか

に小規模 であるにかかわ らず,た がい にば らば らで統一 されていない。 コ ミュニ ティ

としての団結を欠 いて いる理 由には,以 下の ような ことがあげ られる。

　 a.イ ラン本 国におけるイス ラーム革命,及 びその後 の状況 を反映 し,対 立す る政

治 的派閥 による緊張関係が存在す る。b.カ ナダに移民 したイ ラン人 は一般 に イスラ

ー ムに対 す る熱心 さが低 い。c.イ ラン系 カナダ人の人 口は比較的 に少 ない上,カ ナ

ダ全 国に散在 し,そ れぞれ に孤立す る傾向があ る。

　 バ ンクーバ ーのイ ラン人 につ いて は,Aziz　 KhakiやFaruk　 A1-Essedyが,次 の

よ うに指摘 して いる。 イラ ン人 ムス リムは,内 部の政治的対立 のために,コ ミュニテ

ィ形成 の契機 を持 たなかった。一方,政 治紛争 にま きこまれ るのをおそれて,バ ンク

14)1985年3月2日 付Vancouver　 Sun紙 の記事では,お よそ35,000人 と書かれている。

15)イ スラームの六信五行の1つ である断食も,イ スマーイール派の人々は,現 代生活への適応

　 を考え,行 なわなくてよいとする。また,キ リス ト教徒が食前の祈りをするように,食 前には,

　 食卓についた人のうち誰かがリーダーになって,祈 りをする。子供たちも,小 さい時から,こ

　 の役割ができるようにしつけられる。
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一バ ーの他の ムス リム組織が
,意 図的 に疎 外 してい る傾 向がみ られる16)。

　 イラ ン人 ムス リムは,イ スマーイー リー ・ムス リムと同様,大 部分 は1970年 初 期以

降 に,カ ナダ に移民 してきた者 である。1946年 か ら1965年 の 間 には,カ ナダ全土 に283

人 の イ ラン人 移民があ ったにすぎない。 その大部分 は学生 と して入 国 し,の ちに移民

とな ったケ ースであ った[DEPT.　 oF　SEcRETARY　 oF　STATE　 l　979:122]。1966年 か ら

1975年 の 間 には,1730人 の イ ラ ン人が主 にテヘ ランか ら移民 した。 その他の イラン移

民 は,ヨ ーロ ッパ諸国か らのイ ラン人移 民であ った[DEPT.　 oF　SEcRETARY　 oF　STATE

1979:122]。1979年 の革 命以来,カ ナダ は,イ ランか ら政治的亡命者を多数受 け入 れ

た。 しか し亡命者た ちを無条件 に受 け入れ たわ けで はな い。先 に述 べたカナダ の移民

法の枠組の中でであ る。 したが って,資 産 を もち,高 学歴であ るものが大部分 であ り,

た とえばバ ンクーバ ーにおいては,高 級住宅地であ るWest　 Vancouverに,ほ とん

どが居住 して いる。カナダ に存 在す るムス リム ・グループの 中で,イ スマ ーイー リー

・ムス リムとイ ラン人 ムス リムは全 ムス リム人 口のかな りの部分を 占め るといわれて

いるが,正 確な人 口統計 はない。

　宗教人 口を把握す るの は,地 球上 ど こで も一般 に困難 なことの1つ であ るが,カ ナ

ダの ムス リムの人 口を正確 に把握 するの も,そ の例外で はない。1985年 に は,12万

か ら14万 人 の間であろ うといわれている17》。 その うち,オ ンタ リオ州 に 最 も多 数 の

ムス リムが住 んでい る。1980年 代 初 めに,オ ンタ リオ州 に約50,000人18),ア ルバ ー

タ州 に約15,000人,そ して,そ の他の地域 に約2万 人 が居 住す ると推 定 されてい る

[ABu-LABAN　 l983:77]。 これ らのムス リム人 口のほとん どは,大 都市 に集 中す る

傾向がみ られ る。 しか し,都 市 の一部 に密集 した ムス リム居住地 域を形成 してい る例

は,モ ン トリオ ールの一部 を除いては,ほ とん ど見 うけ られない。バ ンクーバ ーの例

の よ うに,都 市中心部及び近郊地域 に分散 して,か な り個別的 に居住 してい るのがふ

つ うであ る。

　 2.　 ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア に お け る ム ス リ ム

　 ブ リテ ィ ッ シ ュ ・ コ ロ ン ビ ア の ム ス リム 人 口 の 推 定 値 も,資 料 に よ っ て ま ち ま ち で

16)1985年10月29日 に行 な ったAziz　 Khakiお よ び,1985年11月24日 に 話 し合 ったBCMAの 役

　 員,Faruk　 Al。Essedyに よ る。

17)こ の 数 値 は,前 記,Aziz　 Khakiに よ り提 示 され た 。 しか し,北 米 イ ス ラー ム協 会 の地 域 事 務

　 所 長 で あ るMohammad　 Ashrafは,1983年6月25日 付Toronto　 Globe　 and　Mail紙 の掲 載 の 記

　 事 で,カ ナダ に は20万 人 以 上 の ム ス リムが い る と述 べ て い る 。ま た一 方,Murray　 Hogbenは,

　 1980年 頃の カナ ダ の ム ス リム人 口 は,7万 人 に 近 い と 推 定 して い る[MuRRAY　 1983:112]。

　 Aziz　Khakiは,著 名 な 学者 で あ った とい う前 歴 と,現 在 の職 業(前 述)の 性 格 上,彼 の数 字

　 は,最 も信 頼 の お け る もの で あ る と判 断 した 。

18)そ の う ち約4万 人 は トロ ン トに居 住[ABu-LABAN　 l983:77】 。
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あるが,カ ナダ全体 のムス リム人 口の統計 に比べ,比 較 的一致 の度合 いが高 い。即 ち,

ス ンニ ・ムス リムが約7000人,イ スマーイー リーを除 くシーア ・ムス リムが1200か ら

1400人,イ スマーイー リー ・ムス リムが6000か ら7000人 であ る。 ブ リティ ッシュ ・コ

ロンビアで の これ までの ムス リム人 口の変化 を見 ると,上 記 の数値 は,明 らか に最近

になって増加 した結果であ ることがわかる。1964年 に はわずか300人,1968年 まで に

徐 々に増加 して700人,そ の後急速 に増加 し,1972年 に は,2000人 とな る。1984年 現

在 の人 口は上記の ように推定 されている19》。

　 ムス リムが初めてブ リテ ィ ッシュ ・コロ ンビアに移民 し始 めたの は,1910年 代 であ

るが,大 多数 は,カ ナダの他 の地域 と同様,1960年 代 後半 の移民法の緩和以降 に移民

した もので ある。カ ナダ全体の傾 向 と同 じく,ブ リティ ッシュ ・コロンビアで もムス

リム人 口は都市 に集中 してい る。即 ち,グ レーター ・バ ンクーバー に大 多数のムス リ

ムが居住 してい る。

　 ブ リティ ッシュ ・コロンビアのス ンニ ・ムス リム7000人 の うち,も っとも多数を占

めるの は,フ ィジーか らや って来 たムス リムで4000人 か ら4500人,つ づ いて,パ キス

タ ン,ト ル コ,そ して イ ンドの順 にな る。1966年 の ブ リテ ィッシュ ・コロ ンビアのス

ンニ ・ムス リムの最 多数 は,現 在同様,フ ィジーか らのムス リムで あったが,エ ジプ

ト,パ キスタ ン,ア ラブ,レ バ ノ ン,ト ル コ,そ して イ ン ド人が それ につづ いた。 フィ

　 　写 真4　 ブ リテ ィ ッシ ュ ・コロ ン ビ ア,リ ッチモ ン ドの マ ス ジ ドに集 ま るム ス リム た ち

19)ブ リテ ィ ッシュ ・コ ロ ンビア州 の ムス リム人 口の 推定 値 は,Census　 of　Canada[FEDERAL

　 1961,1971,1981ユ,Aziz　 Khakiと の1985年12月3日 の イ ンタ ビュ ー,並 び にCharles　 P.　An-

　 derson[ANDERsoN,　 et・al.1983:228]お よ び,バ ンクー バ ー ・ム ス リム セ ンタ ー の所 長 で あ る

　 Muhammad　 Zairul　Khanの 談 話(1966年5月21日 付 のVancouver　 Sun紙 掲載 記事)を 参 照

　 した 。
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写真5　 バンクーバーの中心街にあるイスラムセンター

ジ ー ・ム ス リ ム は,「 カ ナ ダ ・フ ィ ジ ー`ム ス リ ム 協 会 」 を 独 自 に 作 っ て い る が,同 時 に,

ブ リ テ ィ ッ シ ュ ・コ ロ ン ビ ァ の ス ン ニ ・ム ス リ ム 会 員 の 組 織 で あ る,British　 Columbia

Muslim　 Association(BCMA,註41参 照)の 成 員 で も あ る 。 ブ リテ ィ ッ シ ュ ・コ ロ

ン ビ ァ の イ ン ド ・ア フ リカ 系 イ ス マ ー イ ー リ ー は,バ ー ナ ビ ー に あ る イ ス マ ー イ ー

リー ・セ ン タ ー に よ り組 織 さ れ て お り20),イ ラ ン,パ キ ス タ ン,レ バ ノ ン,イ ラ ク,

写真6　 ブリティッシュ ・コロンビア在住ムスリムのうち最多数を占めるフィジー ・ムス

　　　　リムたち

20)ご く少 数 の シ リヤ系 イス マ ー イ ー リー ・ム ス リムが,ブ リテ ィ ッ シュ ・コ ロ ン ビアに も居 住

　 して い る が,バ ー ナ ビーの セ ンタ ー(ジ ャマ ア トカネ)に は行 か な い。 セ ンタ ー側 で は,彼 ら

　 を拒 む理 由 は何 もない と言 うが,実 際 に は,イ ン ド ・ア フ リカ 系 の イ スマ ー イ ー リー ・コ ミュ

　 ニ テ ィが独 占す る形 とな って い る 。
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}　　　 　　　 　　 「^v'x-v　 　 　　 T醸`酬 跡 ウ予,　　 ^　 tV♪'t+-Y　 '、　A 櫓 ザ　脅　　"'

写 真7　 イー ド ・ア ル フ ィ トル の初 日,マ ス ジ ドの 前 で は し ゃ ぐ子 ど もた ち

東ア フ リカか らの他 の少数 のシーア・ムス リムた ちは,リ ッチモ ン ドにある小 さな シー

ア派マスジ ドに集結 することが多 い21》。

　 フィジーのイ ン ド系 ムス リム,パ キスタ ン人 ムス リムは,ブ リテ ィッシュ ・コロン

ビアのムス リムのマジ ョリティ ・グル ープであ り,さ まざまな方面で の活躍が 目立つ。

BCMAの 会 長 はフィジー人 であ り,マ スジ ドのイマーム22)も,代 々フィジー人 かパ

キスタ ン人 によ って占め られて いる23)。 エ ジプ ト人 ムス リムによれば,リ ッチモ ン ド

のマス ジ ドも,フ ィジー人 イマームに 「乗 っと られた」 とい う。 サ レーのマスジ ドの

イマームはイ ン ド人24),バ ン クーバ ーのマスジ ドの イマ ームはパ キスタ ン人 である。

21)こ のモスクおよび,バ ンクーバーの中心街にあるパキスタン・イスラミックセ ンター(ス ン

　ニ ・マスジド)は,小 さいながらムスリムたちの避難所になっており,留 学中に親から送金の

　途切れたヨルダ ン人,失 業中のインド人などが,そ の地下に居住 している。

22)人 々が 「イマーム」と呼ぶ者には,一 般に次のような2種 類がみられる。a.ア ズハルなど

　の宗教大学を出,ラ ービタのような宗教機関から派遣されたマスジド専属のイマームで,た と

　えばBCMAか ら給料を支給される者。　b.大 学などの出身ではなく,世 俗的な職業に従事 し

　ているがコーランをよく暗請 し,イ スラームについての知識も豊富な者。

　　 aの 方が,は るかに権威があるというわけではない。イスラームでは,本 来宗教者の間に制

　度的なものはなく,権 威は,イ スラームに関するどの程度の知識をもっているかによって決め

　られる。

23)註22で 述べたaの カテゴ リーに入るパキスタン出身の イマームが,BCMAか ら900ド ル

　 (1985年11月 当時,約17万 円。 当時のカナダでは,こ れだけで生活 していくのは,家 族をかか

　えている場合にはかなりきつい)を 支給されて,1985年2月 まで専属でいたが,移 民法に触れ

　る問題が起こり,本 国へ帰された。そのあとは,bの カテゴリーに入るイマームが,他 薦自薦

　で,祈 りの時間ごとに交替で,祈 疇のリーダーを務めている。

24)BCMAか ら700ド ルの支給を受け,リ ッチモンドのマスジド敷地内の一角に,小 さな家を提

　供され,家 族(子 ども2人)と 共に住んでいる。
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3.　 ア ラブ移民 の流入

　 カナダお よびブ リテ ィッシュ ・コロ ンビア におけ るムス リム移民 の中には,既 にふ

れたよ うに,も ちろん,ア ラブムス リムも含まれていたが,こ れ らアラブムス リムを

含 めて,広 い範 囲でのア ラブ移民 について ここで考察 して みたい。 カナダ のアラブ に

ついて調査 した ものはすで に少数なが ら存 在す るけれど も,そ れ らは,イ ス ラーム教

徒 のア ラブ,す なわ ち 「ア ラブムス リム」 とキ リス ト教徒 のア ラブすなわ ち 「ク リス

チ ャンァ ラブ」 とを区別 して いない。 カナダにおけるムス リム移民の一部 と して,ア

ラブを検討す ることが本稿の 目的であ るが,も ちろん,ア ラブは必 ず しもムス リムで

はな い。む しろカナダの場合には,キ リス ト教徒の アラブが,数 の上 では常 にア ラブ

ムス リムを上 まわ って きた。今世紀初 めには,ア ラブ移民の90パ ー セン ト以上 はキ リ

ス ト教徒であ った し,こ の割合 は,多 少変 化 した とはいえ,い ぜ んキ リス ト教徒 のア ラ

ブ は多数を 占めてい る。現在で も,カ ナダの全 アラブ人 口の75パ ーセ ン トはキ リス ト

教徒 であると推定 されて いる　 [FEDERAL　 STATIsTIG　 CANADA　 Pu肌lcATIoN　 l981]。

しか し,ア ラブ ムス リムの もつ重要性 につ いて は,注 目しておかねばな らない。

　 さきに述 べたムス リム移民 の歴史 と同様 に,今 世紀の前半 は,ア ジア人 に対す る排

表5　 カ ナ ダへ の ア ラブ移 民(1946-1975)

入国年 人 数 入国年 人 数

1946-1955*

1956**

1957**

1958**

1959**

1960**

1961**

1962

1963

1964

1965

1,491

　 571

　 563

　 353

　 404

　 337

　 301

1,912

2,281

3,379

2,914

1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

3,114

3,608

5,437

3,256

2,641

1,967

2,123

3,595

4,　533

3,839

合 計(1946-1975)48,619

出典 　 Department　 of　Manpower＆Immigration,"Immi-

　 　 gration　 Statistics,1956-　 1975"を も とに片 倉 作 成 。

　 *1946-1955年 の数 字 は,Imm量gration　 Statistics,1970,

　 　 Table　 13か らと った。
**1956-1961年 の数 字 は 本人 の 申 し出 た 出身 民 族 に もとつ

　 　 　く。1955年 以 前,及 び1962年 以 降 の数 字 は渡 加 以前 に

　 　 長 くい た 国 に も とつ く。
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表6カ ナ ダ の ア ラ ブ 人 口(性 別,州 別)

1941

合　計

男　 性

女　性

1951

合　計

男　 性

女　性

1961

合　計

男　 性

女　性

1971

合　計

男　 性

女　性

カナダ
ニ ユー フ ァ

ン ドラ ン ド
P.E.1. ノ ヴ ァ ・

ス コシ ァ
N.B. 　　　　　 オンタ リケベック

　　　　　 オ
マニ トバ サ ス カ

チ ュ ワ ン

ア ル

　バ ー タ
B.C.

11,857

6,288

5,569

182

98

84

1,469

786

683

573

303

270

4,002

2,135

1,867

3,810

1,985

1,825　 一

445

242

203

681

352

329

428

251

177

262

131

131

12,301

6,469

5,832

277

138

139

208

120

88

1,397

746

651

392

214

178

3,622

1,916

1,706

4,578

2,358

2,220

455

250

205

466

237

229

504

281

223

393

204

189

19,374

10,112

9,262

417

213

204

240

129

111

2,153

1,157

996

984

505

479

5,302

2,817

2,485

7,137

3,632

3,505

590

304

286

678

354

324

1,327

720

607

530

270

260

28,550

16,135

12,415

35

20

15

105

50

55

675

375

300

180

100

80

7,535

4,215

3,320

16,835

9,510

7,325

350

210

140

240

130

110

1,965

1,115

850

620

400

220

出典 　 `℃ensus・of・Canada　 1941",　Vol・　IV,　Table　 l　 (全 准 州 に は計5名 の 男 性)

　 　 `℃ensus・fCanada　 1951",　Vol・　1,　Table　 32　 (全 准 州 に は計5名 の 男 性,4名 の女 性)

　 　 `℃ensus　of　Canada　 1961",　Vol・　1,　Part:2,　 Table　 35　 (全 准 州 に は計11名 の 男性,5名 の女 性)

　 　 `℃ensus・of　Canada　 l971",　Bulletin　 l.3-4,　Table　 18　 (全 准 州 に は男 女 合 わ せ て10名)

　 　 1971年 の数 字 は,「 出身 国」 で は な く 「母 国語 」 に よる 。 以上 の 資 料 を も とに,片 倉 作 成 。
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斥的政策 のた めに,ア ラブ移民の数 は限 られて いた。 その人 口が急速 に増加 す るのは,

第 二次世界大戦後,特 に,1960年 か らの10年 間,移 民法 の緩和 のあ った時期であ る。

しか しなが ら,現 在 は,カ ナダの経済不振その他 の理 由のた めに,移 民の流入 は少 な

く,他 国か らの移民 と同様,ア ラブ移 民の数 も限 られている。

　 カナダの アラブ移民の歴 史は,3つ の時期 に分 け られ る。a.第 二 次世界大戦前,

b.1946年 以 降1961年 まで,c.1962年 以 降,現 在 の経済不振 が移民の流入 を止 めるま

での時期。第二次世界大 戦前に移民 したア ラブは,主 と して,今 世紀初 めにア ジァ系

移民排斥 のた めに考案 された移民法が適 用され る以前 にカナダへ入国 した人 た ちであ

る。 これ らの移民の中で も,最 初 のグループは,主 にシ リア と今 日レバ ノ ンとして知

られ る地か ら来 たキ リス ト教徒 アラブである。 レバ ノ ンか らの移民 は,祖 国での トル

コ人支配か ら逃れ,ま た,経 済 的好機 を求 めて カナダへや って きた者た ちで ある。 こ

れ らの初期の移民は,大 部 分がケベ ック州 とオ ンタ リオ州 に,一 部 がノヴ ァ ・スコシ

ア州 に定住 した[ABu-LABAN　 l980:74--76]。 彼 らは,カ ナダで与え られた様々な

経済上の好機 を うま く活用 し,経 済 的にはたいへん よ く適応 した。 彼 らの 持つ 旺 盛

な企業家的精神の結 果であ るといわれている。 アラブ移民 の多 くは 自営業 の 商 売 を

営むため に,行 商の形 を とり,親 族 のつなが りを広範 囲に利用 して地歩 をか た め た

[HAGopIAN　 and　 PADEN　 l969:31]。

　 1946年 か ら1961年 の 間 には,比 較的わずかのアラブ移民があ った にすぎない。 それ

らの多 くは レバ ノ ン,パ レスチナ,シ リアか らであ った。初 期の移民 同様,彼 らは学

歴が低 く,ブ ルー ・カ ラー職,あ るいは農業 関係 の職へ と進ん だ。 しか し,戦 後 にな

ってか らは,カ ナダ で急速 に進んだ工業 化,都 市化 の形態 に適応 してい くことに,特

に学歴 を持たな い移民 は困難 をおぼえ苦労 したという。

　 1961年 以 降の アラブ移民 は,そ れ以前 のア ラブ移民 に比べ,有 利 な条件 をそなえて

いた者が多か った。専 門職,あ るいは準専門職 に就 く者の数 は多 く,専 門職指 向 も高

か った。1956年 か ら1974年 の 間に移民 したア ラブの うち,58パ ー セン トに至 る者が専

門職 あ るいは ホワイ ト・カ ラー職 に就 こうとい う意 志 を もって い た[ABU-LABAN

l979:33,1980:116-119]。1974年 以 降のデ ータ はないが,こ の率が 下降 した とい

うことは考え られず,む しろ,上 昇 したと推測 され る。1961年 以 降の これ らの新 しい

移民 は,国 籍 もまた,初 期のア ラブ移民 とは異 なって きた。大 部分はエジプ ト人で あ

り,さ らにそのエジプ ト人 の うち多数がキ リス ト教徒(コ プ ト)で あった。1946年 以

降1975年 まで に移民 したア ラブの大多数 はエジプ ト人 で,18,115人,そ れ につづ きレ

バ ノ ン人16,333人,モ ロッコ人7,234人,シ リア人3,713人,ヨ ルダ ン人737人,チ ュ
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ニ ジァ人583人 で あった[DEPT.　 oF　MANPowER　 AND　 IMMIGRATION　 l976]。 しか し,

その後1976年 か ら1983年 ま では,レ バ ノンか らの移民 が最 も多 くな り,こ の時期 だけで

18,740人 に及んだ。 つづいて エジプ トか ら4,949人,モ ロッコか ら2,534人 で あ った25)。

　 以上 に示す とお り,ア ラブ移民 の大多数 は一貫 して レバ ノ ン,エ ジプ ト,シ リア,

モ ロッコか らであ る。従 って,こ れ ら4力 国か らの移 民の特徴 について,さ らに検討

す ることに意味があ ると思われ る。ただ し,モ ロッコか らの移民 の中にはジムス リム

・モ ロ ッコの移民 も多少 はいるが
,そ の大部分 はユダヤ系であ り,カ ナダではモロ ッ

コ人は,ユ ダヤ人 コ ミュニテ ィに属 するとされて いる。故 に,本 論文 の主題 か らはず

れ るので,こ こで はレバ ノ ン,エ ジプ ト,シ リア移民の コ ミュニテ ィについて検討 し

てみたい。　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 .、

　 レバ ノ ン人がカナダに初 めて移民す るようにな ったの は,1800年 代 の後半 である。

彼 らは貧困で,な によりもまず職 に就 くことが先決であ った。大半 は文盲 に近 かった

が,独 立 して商売 を始 め るための技術 と強 い意志を もち合 わせ,急 速 に,主 として商

業,行 商への道を開いてい った。 こうした 自営業 に就 こうとす る傾 向は,現 在 で もレ

バノ ン,シ リア ・コ ミュニテ ィの間 で顕著 にみ られ る特徴であ る。彼 らは,ま ずモ ン

トリオ ール,オ タ ワ,ト ロン ト,つ づいて カナダ全 国に広が って,商 売 を営 むよ うに

なった。　　 -

　 1955年 以 前,カ ナダでは統 計の上 で レバ ノ ン人 はシ リア人,ト ル コ人 と同 じグルー

プ に分類 され,1956年 以 降は,,ト ル コ人 とは別 にされたが シ リア人 と同 じグループに

分類 された。そのため,レ バ ノ ン人移民 のみ に関 して は,今 世紀前半 の統計 は不 明確

であ る。1956年 か ら1983年 の間 に35,358人 の レバ ノ ン人 がカナダ に入 国 し,少 な くと

も1956年 か ら1975年 の 間 に,こ れ らの移民 の45パ ーセ ン トがオ ンタ リオ州 に,35パ ー

セ ン トがケベ ック州 に定住 す るよ うになった26)。

　 カナダ西部地域 に,後 述 す るよ うに注 目をひ くムス リム ・レバ ノ ン人の移 民 コ ミュ

ニテ ィが存在す る。アルバ ータ州 エ ドモ ン トン市,及 び ラク ・ラ ・ビシュ市 に定住 し

た レバ ノン人た ちの コ ミュニテ ィであ る。 このアルバ ータ州のグル ープ と,そ の他,

ケ ベ ック,オ ンタ リオ州以外 に住 む レバ ノ ン人 は少数で あるが,カ ナダ全 国に散在す

るい くつかの レバ ノ ン人協会 を通 して,大 多数 のケベ ック,オ ンタ リオ州の レバ ノ ン

25)Department　 ofEmployment＆Immigrationに よる。カナダを永住地とする移民を対象とす

　 る移民統計によったが,カ ナダを永住地にするかどうかは,ご く便宜上の質問にすぎなかった

　 ともいわれる。

26)1956-1975年 の数字は,Multiculturalism　 Directorate[DEPT・oF　SEcRETARY　 oF　STATE　 l979:

　 151-153]参 照。1976-1983年 の数字は,Dept・of　Manpower　 and　Immigrationの 移民統計を

　 もとにした。
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表7　 カナダへのエジプ ト移民(1900-1983)

入 国 年 エジプ ト移民数

1900-1910

1911-1930

ユ955-1960

1961-1965

1966-1970

1971-1975

1976-1983

　 50

　 34

　 126

6,038

7,834

4,061

4,949

[DEpT.　 oF　 SEcRETARY　 oF　 STATE　 1979]
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人 と結 びつ いて いる。

　 エジプ ト人がカナダ に移民 し始 めた

の は,今 世紀の初めであ る。 その移民

の形態 は,す で に述 べたア ラブ移民全

体 とほぼ同様であ るが,表7が その詳

細 を示す。

　 エ ジプ ト移 民の大多数 は,ケ ベ ック

州 に定住 した。た とえば,1956年 か ら

1975年 を例 にとると,93.4パ ー セ ン ト

がケベ ック州,ま たはオ ンタ リオ州を新 しい居住地 に選 んでいる。 エジプ ト移民の多

数 は,専 門職 あ るいはホワイ ト・カラー職 に就 き,そ のほ とん どが,都 市地域 に集中

す る傾向を もってい る。

　 初期の シ リア移民 につ いて は,統 計の上で レバ ノ ン人 と同類 に扱われて いたため,

1955年 以 前 にカナダに入 国 した シリア人 のみの人数を 正 確 に掴 む の は不 可 能 で あ

る27》。 シ リア系 カナダ人 は,イ ス ラーム教徒 とキ リス ト教 徒 の2つ のグループにほ

ぼ二分 され,そ の連帯 や生活 のあり方 も全 く別個 であ る。 シリア系 ムス リムはエ ジプ

ト系 ムス リムによ り親近感 を持つ ことが,の ちに報告す る筆者の事例研究 より明 らか

にな った。1955年 以 降1975年 ま でに,2,732人 の シリア人移民があ った。 この時期に

は,52.3パ ー セ ン トのシ リア人がヶベ ック州 に,38・2パ ーセ ン トがオ ンタ リオ州 に定

住 した。彼 らの大半 は,経 済 上の よりよい条件 を求 めて,ま た,シ リアでの様々な政

治 的社会的混乱 か ら逃れ,カ ナダへ移民 した者たちである[DEPT.　 oF　SEcRETARY　 oF

STATE　 l　979:218]。 レバ ノ ン人 と同様に,シ リア人 もまた,一 般 に自営業 とい う形

で,商 業,行 商 に従事す るのが,典 型 的であった。　　 　　 　　 　　 　 　　 　 '

　 ブ リテ ィッシュ ・コロンビアへのア ラブ移民 は,や はりエ ジプ ト,レ バ ノ ン,シ リ

ア出身 の者 が多 く,大 部分が グ レータ ー ・バ ンクーバ ーに集中 してい る。 この うち最

大 の人 口を占めるエジプ ト人 について は,稿 を改 めて詳細 に報告す る。

　 アラブ移民 の うちには,イ スラーム教徒 の他 に,エ ジプ トのコプ ト28),バ ハ ーイ

27)1955年 に,公 式に別々の国家として認められる以前のシリア人とレバノン人は,普 通合わせ

　 て 「シリア人」 とよばれている。

28)キ リス トは神人の結合した一なるものであると主張する単性論の一派。コプ トという名は,

　 ギリシア語のアイグプティオス(エ ジプ ト人)に 由来 し,イ スラーム以前のエジプトで支配的

　 であった。ビザ ンツ時代,イ スラーム時代を通じて迫害され,現 在でもムス リムに対 して差別

　 された地位におかれている。典礼用のコプ ト語,284年 を起点とする教会暦など,独 自の文化

　を持っている。
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教徒29),レ バ ノ ン ・シ リアの キ リス ト教徒 がい る。 それぞれの集団の人 口統計 は皆無

で,ブ リテ ィッシュ ・コロ ンビアの人 口に占める割合 も不 明で あるが,数 の上 では コ

プ ト人 口が最 も多 いと推定 され る。 しか し,コ プ トた ちはブ リティ ッシュ ・コロンビ

ア州 において も,カ ナダ全体 において もば らば らに散在 してお り,明 確な コ ミュニテ

ィを形成 して いな い。'カナダ社会 への同化が最 もすすんで おり,中 にはカ トリックに

改宗 す るもの もいる。

　バハ ーイ教徒 は,エ ジプ トか ら追放 された という歴史があ るため,バ ハ ーイである

とい う事実を隠 してい る者が多 い。筆者 が個人的 に接触 した ところ によ ると,エ ジプ

ト人 ムス リムはもちろんの こと,他 のア ラブともまった く接触を持 っていない。 その

代わ り,イ ラ ン人バ ハーイ教徒 と密接 な連絡 をとって,月 例会,宗 教 集会,あ るいは

親睦パ ーティーな どを共 に してい る。

　 レバ ノ ン系,シ リア系のキ リス ト教徒 も多 いが,彼 らはそれぞれ個別 にカナダ社会

に同化 してお り,コ プ トと同様 コミュニティを作 って いな い。 レバノ ン人 ムス リムは

コ ミュニ ティを作 ってい るが,彼 らは同 じレバ ノ ン人の キ リス ト教徒 よりもエ ジプ ト

人 ムス リムとの結 びつ きが強い。 この他,ア ラビア語を話す レバ ノ ン系 アルメニア人

も,バ ンクーバ ーには推定12,000人 が存在 する。彼 らもば らば らに生活 してお り,コ

ミュニ ティを作 らず,カ ナダ人社会 に同化 している。

皿.「 ム ス リム」・「中東 」・「ア ラ ブ」 に対 す る否 定 的 態度

　カナダに移住 してきたムス リム,お よびアラブに関するおもに定量的側面について

は,情 報量が十分 とはいえないが,カ ナダの移民政策 と関連づけながら前章までで一

応のところ概観することができた。本章では,そ れ らのムス リム,ア ラブを迎えたカ

ナダ社会の側にどのような問題があったか,ム ス リム,ア ラブに対する民族的,宗 教

的な偏見が,具 体的にどのような形で表れたかを検討 してみる。

1.　 偏見 と無知の存在

　ムス リムおよびアラブに対す るもっとも古 く,は っきりした否定的態度 の例 は,さ

き にみたよ うに,彼 らのカナダ移住 その ものを妨 げ,と きに禁止 した移民法であ る。

29)19世 紀半ば,イ ランで生まれたバーブ教徒運動の1分 派。バーブの没後,バ ーブの教義を発

　展させ,平 和主義と人類愛の理念を説いたバハーウッラー(1817～1892)の 名 にちなんで,バ

　ハーイと呼ばれる6エ ジプ トでは,ナ セル時代以降迫害され,1960年 代に国外へ出た者が多い。

　カナダのエジプト系バハーイも,大 部分がその例である。
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ムス リム,お よびア ラブに対 しては,西 欧社会 の中に十字軍以来 の宗教上,民 族上の

偏見 が存在 し,ア ラブ移民 につ いて,「 不誠実,不 衛生で あり,教 育程度が低 い」 と

い う見方 が一般 に固定 して いたが,こ れ は,ア ラブ移民 をカナダ か ら締 め出そうとす

る政府 当局 に,都 合 の良 い口実 を与えた。

　差別 的な移民法 が緩和 されたの ちにも,カ ナダのマス ・メデ ィア,学 校 の教科書,

そ して一般市民 の中に,ア ラブや ムス リム移民 に対す る否定 的なステ レオタイプ はか

な りの程度存続 し続 けてい る。一般市民の間にばか りでな く,こ うい っ虎 偏見 や無知

は,大 学教 授な どのイ ンテ リ層 の間 にさえみ られ る。た とえば近 年,カ ナダはアルバ

ー タ州 において石油 が発掘 され
,ア ルバ ータ州 の白人 カナダ人 は急 に金持 になった。

この人 た ちをさ して,「 青 い目のア ラブ(blue-eyed　 Arabs)」 と表現す ることが,イ

ンテ リ層 の間において さえ,や っかみ 半分 に しば しばなされ るので ある30》。 この表

現 は,少 な くとも2つ の ことに対す る無知を暴露 してい る。1つ は,す べて のア ラブ

は石油成金 であ り,ア ラブは金持 であるとの思 いこみであ る31)。 他 の1つ は,ア ラ

ブ には青い 目の ものはいない,と 確信 してい ることであ る。 ア ラブには肌 の白い もの

も,青 い 目の もの もいる とい うことを知 らないのであ る。筆者 は,カ ナダにおけるア

ラブ ムス リムの調査期間 中,は じめか らおわ りまで,「 なぜ ア ラブやイズ ラームのよ

うな存 在 に興 味を持 つのか」 と,カ ナダ人 イ ンテ リの間で さえいぶか られ,ア ラブ研

究者,あ るいはイス ラーム研究者 であることを,か くした方が よい と思 わせ られ る場

面 に しば しば遭遇 した。 ア ラブや ムス リムの人 口が多 く,中 東研究 の進 んでいるイギ

リスでの調査の折 も,多 少 の偏見 が,い わゆ る白人の間 に存在す るのが認 め られたが,

カ ナダ「白人社会」およびそれ に同化 しよ うと して いる日系 カナダ人 をは じめ同 じ傾 向

を持 つ他 の民族集団 の中に存在す るムス リム,あ るいはア ラブおよびそれ らの研究者

に対 す るそれ とない不快 な眼 は,イ ギ リスにおけるよ り,は るか に大 きい ものがあ った。

2.　 カナダ政府公認教科書にあらわれたアラブまたはムス リム

　 マス ・メデ ィア,そ の他公的 な機関の与え る中東 につ いてのイメー ジ,あ るいはム

ス リムおよびアラブにつ いて の像 も,偏 見あ るいは知識の不足 にもとつ くものが多 い。

こうした事実認識 の上 に立 って,す す め られ た 研 究 の ひ とつ に,"The　 Middle

East　 in　Canadian　 Social　 Science　 Tcxtbooks"[KENNY　 1975]'が あ る32》。 この

30)筆 者 とKen　 Burridge教 授(ブ リテッシュ・コロンビア大学宗教人類学)そ の他との対話(1985

　 年11月24日)の 中で,カ ナダ人インテ リのアラブについての無知が指摘された。
31)石 油 により金持ちになったアラブは,全 アラブ人口からいうと,5%に もならない極く少数

　 の者のみである。　　　　　　　　　 魑
32)こ の研究の第一部は,オ ンタ リオ州で公認されたカナダの社会科教科書の分析であり,第 二

　 部はそれらの教科書を使 って教育にたずさわる社会科の教師についての調査である。
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研究 は,カ ナダ の中等教育のカ リキュラムの中で,イ ス ラームが どの ようにとり扱 わ

れているかを確 め,ま た,公 認教 科書 に書 かれてい る中東 の歴史 の内容 につ いての妥

当性を評価 しよ うとする ものであ った。 ア ラブ,ま た はムス リムにつ いて;カ ナダ人

の公式 見解 が どのよ うな ものであるかを,明 らか に した もの といえ よう。

　 この研究 により,一 般 に,教 科書 か ら得 られるムス リムや アラブ,あ るいは中東 に

つ いての知識 は非常 にわず かであ ること,ま た,中 東あ るいはア ラブ,あ るいはムス リ

ムに対 す る教 師の側 の理解 が不十分 であることが明 らか にされた。情 報が少 ない とい

う事実の上 に,そ の与え られたわず かな情報 その もの も,多 くの場合,不 正確であ り,

か たよ ってい ることも指摘 され た。た とえばイス ラーム は,「 ア ラビァの,ま っだ く無

学な遊牧 民の間 」か ら生れた ものと して説明 さ れ て い る33)。 中 東のナ シ ョナ リズム

については,「 熱狂的」,「自己破壊的」,ナ ショナ リス トにつ いて は 「外国人について

狂信的反感を もつ ものた ち」 とのみ記述 されて いる[KENNY　 l975:143]。

　 カナダに存在 す るさまざまな民族集団 に対 して,一 般のカナダ人 が ど の よ うな イ

メージを持 ってい るかについて は,筆 者 も小規模な調査を してみたが,そ の結 果は こ

れ らの教科書 的ア ラブ像 あ るいはイス ラーム像が よ く定着 してい るといわざ るを得 な

いものであ った。 アラブ について もっとも数多 くあげ られた性質 は,「 野蛮,未 開,

遊 牧,時 代遅れ,無 秩序,イ ス ラエル に対 して戦闘的」で あった。 ムス リムの特徴 と

してあげ られたの は,「 宗教熱心」 で あるが,そ れ は好意的な意味合いを持つ もので

はな く,「 狂信的行為」 と考え られて いる。

　 カナダ におけ る政府公認教科書 が,あ や まった認識を与えつつオ ンタ リオ州 で引き

続 いて用い られてい ることに対 して,カ ナダ・ムス リム・コミ=ニ ティ協議会(CMCC)

で は,1976年5月 の第3回 総会 で,オ ンタ リオ州 の教育省(Ministry　 of　Education)

へ の抗議 を決議 した。 また,ト ロ ン トのCanadian　 Society　 of　Muslimsは,「 ムス

リムは学校教科書 におけ る,予 言者 ムハ ンマ ドに対す る侮辱 と,イ ス ラームに対す る

歪曲を,決 して許 さな い」 と して,抗 議 の署名を集 めた。1976年6月14日 付 のToronto

Starに よれば,700人 以 上 のムス .リムが トロ ン ト教育大 学(University　 of　Toronto's

School　 of　Education)で 集 会 をひ らき,　 Canadian　 Society　 of　Muslimsの 議 長であ

るQqadeer　 Baigが 演 説を行 な った。 また署名 は,3,000人 以 上 のものが集 まった と

報告 されて いるが,そ の後,そ の結果が どうな ったかについては不 明である。

33)イ スラームは,都 市の宗教であり,町 の人間の中から出てきたことは,現 在では定説になっ

　ている。 コーランの中には,「 遊牧民は,な かなかイスラーム化 しないやっかいな連中だ」と

　記述されている。
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3.　 偏見の具体化例

　 ムス リム,ア ラブに関する否定的 イメージは,カ ナダ社会 が彼 らのコ ミュニティに

対 して とるさまざまな態度 の中に顕著 に表れてい るが,そ の点 をさ らに検討す るため

に,こ の種 の偏見 がひ きお こした事件の うち数例 を とりあげてお こう。

　 その うちの一例 は,ム ス リムの 中で は最 も西欧的であ り,カ ナダ社会 に同化の程度

の高 いとされ るイスマーイー リー・コミュニテ ィが経験 したものであ る。彼 らが,ブ リ

ティ ッシュ ・コロンビア州バ ーナビーにイスマ ーイー リー ・セ ンタ ー(The　 Ismaili

Jamatkhana　 and　 Center)の 建 設 を試みた時の事例 であ る。 それ は,一 般 カナダ社

会 と,イ スマ ーイール派イス ラーム教徒た ちとの,7年 間の長期にわた る,紆 余曲折

にとんだ困難な交 渉の過程 であり,当 時の新 聞記事 を調べ ると,イ スマーイー リー・ム

ス リムた ちは,カ ナダ社会 の持 つムス リムに対す る偏見 の犠牲 であった ことが明 らか

であ る。1975年3月18日 付 のVancouver　 Province紙 に,「 住民,偏 狭的行為を告発

さる」 とい う見出 しで,交 渉の様子 が報告 されて いる。それ によれば,約225人 の南バ

ーナビーの住民が,地 域集会 を開 き,イ スマーイー リー ・コ ミュニテ ィがセ ンター建

設のため に買い取 ろ うとした約7エ ーカーの土地の売買 に対 して,「 執行猶予」 を求

める投票を行な った。住 民側 は,決 して人種偏見か ら反 対 しているので はな いこと,

た だ単 に,こ れほどの広 さの土地 に建設 され るような施設 は近隣 には望 ま しくない と

いう理由だ けのために抗 議 しているの だ,と 訴 え て い る[VANcouvER　 PRovlNGE

NEwsPAPER　 March　 l8,1975:1]。5年 後 の1980年 に,論 争 はさ らに激 しい ものと

な り,引 き続 き行 なわれた交渉の様子 は,1980年12月18日 付 のProvince紙 の 記事 に

報告 されてい る。 その記事 の執筆者,Steve　 Berryに よれば,300人 のバ ーナ ビー住

民が集ま り,再 びイス ラーム教徒のセ ンター建設 を許可す るか否か について話 し合 っ

たが,そ れ は,野 次 と足 踏みのとびかうす さま じい集会 であ ったとい う。Berryは 次

の ように解説 している。住民 の多 くは,セ ンター建設 によ って交通の混乱が起 りうる

ことを苦情 として述 べたが,し か し同時 に,ノ ース ・セン トラル ・バ ーナビー小売 商

組合の会 長,Laurie　 Feenieが,「 イスマーイー リー ・コ ミュニティは,排 他 的,小 党

派主 義で,バ ーナ ビーの住民 とはうま くな じんでいかないであろ う」 と訴えた時,聴

衆 か ら拍 手 喝 采 が お き た[VANcouvER　 PRoviNcE　 NEwspApER　 December　 l　8,

1980:8]。

　 紆余 曲折 を経て最終的 には,イ スマーイー リー ・コ ミュニティはセ ンター建設 を認

め られたが34),カ ナ ダ のAga　 Khan　 Shia　lmami　 lsmailia　 Councilの 会 長であ る
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写真8 7年 にわたる紛争の末に建設されたイスマーイー リー ・センター

Farouk　 Verjeeは 次 のよ うに述 べている。 「イス ラームは西洋で理解 されていない。

これ まで,我 々の存在 はあまり強力な もので はなか った。(こ のたび建設す るセ ンタ

ーが)ム ス リムのコ ミュニティと歴史を知 って も らう良 い きっかけ とな る で あ ろ う

[ToRoNTo　 GLoBE　 AND　 MAIL　 NEwsPAPER　 December　 27,1984:10]。 」Verjeeの

この言葉 は,明 らか に自分 自身の体験 か ら,ま た,自 分 の属 する コミュニティの体験

か らに じみ 出た もの と考 え られ る。

　 2番 目にあげる例 は,オ ンタ リオ州バ リーの,シ ーア派 ムス リムのグル ープが,学

校 の体育館 を週2回,宗 教上の集会 に使 用す ることを願 い出た ときの こ とで あ る。

1985年7月12日 付 のGlobe＆Mai1紙 の記事 によれ ば,こ の地域の教育委員会 は,

他 のい くつかの キ 腿ス ト教系の宗教 団体 には体育館使用 を許可 して いた にもかかわ ら

ず,シ ーア派 ムス リムグル ープの要請 は,は じめの うち退 け られた。

　 当時の新 聞記事 によれ ば,教 育委員会 の役員 は,そ の頃 レバ ノ ンで起 きた シーア派

民兵 によるハ イジャ ックを例 にあげ,こ の事件 に関 して は,こ の地域の シーア派 コ ミ

ュニテ ィも多少の非難を受 けて当然であ るとの見解 を述べた 。役員 のひ とりは,す べて

の シーア派 イスラーム教徒 は西洋世界 に対 す る 「聖 なる戦 い」 を挑んで いる,と 述 べ

た とい う。教育委員会 は,再 度体育館使 用 について考慮す る ことを要求 され,2度 目

の投票で,シ ーア派 ムス リムた ちの要請 はよ うや くに して受 け入れ られた[TORONTO

GLoBE　 AND　 MAIL　 NEwsPAPER　 July　 l　2,1985]。

34)イ スマーイー リーには,経 済的優位をもつ者が多 く,ま たAga　 Khan財 団の規模も大きい。

　 バンクーバー所在の銀行など金融機関との結びつきから,そ の筋の有力者が住民に働きかけて,

　 何とかセンター建設にもっていったとも言われている。
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　 シーア派 ムス リムのみな らず,ス ンナ派 ムス リムた ちも,多 かれ少 なかれ同 じよ う

な苦 い体験を持 ってい る。 た とえば,ブ リテ ィッシュ ・コロンビア州 リッチモ ン ドの

大 マスジ ドも,そ の敷地 のまわ りに鉄条網が はりめ ぐらされてい る。家のまわ りの庭

に,日 本の よう に生垣な どを作 る習慣 さえないカナダで は乳がな り異常 な ことであ る。

マスジ ド建設の途中で,妨 害事故 があ った ことか ら吊心 して 作 られた ものだ とい う。

　 サ レーのマス ジ ドは,も とキ リス ト教徒の教会で あったが,そ の建物 が売 りに出さ

れ,ス ンナ派 イスラーム教徒 グル ープが買い とり,手 なお しを してマス ジ ドに した も

ので ある。 ここにはイ ンド系の ムス リムの出入 りが多 いが,民 族衣裳をま とった人た

ちが集 まりは じめてか ら,時 折投石 があるよ うにな った という。現在 もなお細 いガ ラ

ス窓 の下 に,「 投石 を しないよ うに」 という貼 り紙 が出 されてい る。

　 これ らの事件 は,カ ナダ社会一般 が持 つムス リム,あ るいはア ラブ に対す る偏 見や

無知 が,い つ いかな る形で顕在化す るかわか らないとい う例 にす ぎず,こ れ に類 した

ことは,日 常 的におこって いるといわれてい る。 カナダ のア ラブムス リムが,こ う し

た否定 的態度,批 判的 ステ レオ タイプの存在 す る中で,自 分 たちの民族 ・宗教的文化

を保持 してい くためには,よ ほど強 い民族 的 ・宗教 的アイデ ンテ ィテ ィを もつ ことが

必要 とされよ う。次章 では,そ の情況 について検討 してみたい。

IV.カ ナ ダ に お け る ア ラ ブ ム ス リ ム ・コ ミ ュ ニ テ ィの 形 成

1.　 環境 対応 へ の3つ の類 型

　 これまで述 べて来 たような カナダ的環境 の中で,ア ラブムス リムた ちはどのよ うに

彼 らの コ ミュニテ ィを形成 して きたか。彼 らの考 え方,行 動の仕方,生 き方 について

は,別 稿 で詳細 な調査報告 をす るが,こ の コミュニテ ィ形成 にたず さわ った アラブム

ス リムは,ど のよ うな人 々であ った かを述べ るため に,筆 者 の調査で明 らか にな った

カナダ におけ るア ラブムス リムについて,こ こで総括的 に記 してお きたい。調査研究

の結 果,次 のよ うな3つ の型 に分 けて考察で きることが明 らかにな った。

　　 a.同 化型(西 欧主義型)

　 　 b.文 化主 張型(ア ラブ主 義型)

　 　 c.　 トラ ンスナ シ ョナル型(イ スラーム普遍主 義型)

　 a型 は,カ ナダ社会 への強い同化要求を持 ち,自 らの アラブ的要素や,ム ス リム と
　 モ

して生れつ いた ことを,抹 殺 しようとする者 たちで ある。 「お くにはどち らです か」

とい うような質問をされ ることを,非 常 に嫌悪 し,答 えをは ぐらか した り,「 カナダ
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人 ですよ」 とそっけな く答え るのが通例 である。 自分が誕生 した時,親 か ら命 名され

たムズ リム名の,た とえば 「ムハ ンマ ド」 を 「マイク」 に改名 した り,「 ア ッタ」 は

「オ ッ トー」 とい う具合 に 「英語化」 して名の る者 もいる。 いわゆる 「白人」 とカナ

ダで よばれて いる人た ちとのつ き合いを好む。 そ うい う人 たちと共 に,酒 を飲んだ り,

イ ス ラームで は禁止 されて いる食物を 口にす ることを もって,自 分が カナダ化 した と

して満足す るよ うな アラブであ る。 この類型 であると考 え られ る者 は,筆 者が集中調

査 したバ ンクーバ ーにお いて は,別 稿 で詳述 するよ うに,数 の上 で,意 外な ほど少な

か った。 しか も,こ のグル ープ に属 す る者は,ア イデ ンテ ィティ ・クライ シスにお ち

い ることが多 く,あ る日突如 と して,b型 を通 りこ して,　 c型 に属 し,熱 心な イス ラ

ーム原理主義者 にな るとい う現象 も観 察された。

　 a型 に属 するよ うなア ラブムス リムが,カ ナダ全体 で,ど の くらいの率で存在す る

か について は,誰 も報告 していないが,Harold　 Barclayは,ア ルバ ータ州の ラク ・

ラ ・ビッシュのア ラブムス リム ・コ ミュニテ ィの調査を し35),カ ナ ダ社 会 に よ く同

化 してい る者 は,お おむね イスラームに関 して 「不信心者」 であると述べ,さ らに最

も厳格 なムス リムは,ほ とん どカナダ社会 に同化 していない し,そ の逆 もまた なりた

つ と指摘 して いる。彼 は,コ ミュニテ ィによ って規定 されたムス リムの義務36)が,ど

の程度 まで守 られて いるかを調べた結 果,「 少 数の きわめて敬慶 なムス リムが 中核 に

お り,そ の周囲をやや不熱心なふつ うの信者 が とりま き,そ の外 に不信心者が いる」

と図式化で きると述べてい る。

　 Barclayに よ れば,「 不信心者」 の中 には,実 業界で成功 して いる者が多 いが,彼

らは,同 化の度合を増す ことと経済的繁栄 は正比例 す る,と 考 えて いるという。彼 ら

は,「 我 々はすべて同 じ神の子 であ り,同 じ神 の崇拝者であ る。」 と,ク リスチャ ンと

ムス リムの共通項を強調 し,「 我 々はすべて ク リスチ ャンであ る。」 と言 う者 さえい る

と述べてい る[BARcLAY,　 1969:68-70]。

　 信心 と不信心の度合を,何 ではか ったかにつ いて は明確でな く,こ の同心 円をえが

くとされ る三層の アラブ ムス リムは,筆 者 のa,b,　 c型 に対応す るもので もないが,

35)イ ンタビューは1967年5月 に行なわれ,そ の結果が出版されたのは1969年 である。この研究

　 が行なわれた当時,全 人口1,600の ラク ・ラ・ビシ=に,36家 族,244人 の レバノン・ムス リム

　 が住んでいた。Barclayの 研究は,ラ ク・ラ・ビシュのムスリムの文化維持の程度を明らかに

　 しようとするものであった。

36)ど のような義務であったかについては,Barclayは 明確にしていない。彼は,イ スラームが

　 コミュニティ志向を持つものであるとの前提に立っているようであり,「 コミュニティによっ

　て規定されたムスリムの義務」とは,イ スラームで定められている六信五行をさすものと考え

　 られる。六信五行は,特 定のコミュニティの規定するものでは,も ちろんないが,コ ミュニテ

　 ィによってその義務の強制規定が持たれると考えているようである。
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同化型 についての記述 は,多 少,筆 者のa型 に共通 する ものがある。ただ し,同 化型

が経済 的な成功者で あるとい う点 については,筆 者 の調査 した ところで は,別 稿 で詳

述 す るよ うに必ず しも相関関係がない。 同化型 の中にも,失 業者や事業 失敗者 が多 い。

実 業界で成功 して いる者 は,b型 やc型 の 中にも数多 く存在 し,彼 らはぴかぴかの西

欧風アタ ッシュケースの中に,小 さい コー ランを入 れて常時携帯 し,随 時 コーランを

よみ,礼 拝 も欠 かさず,し か も西欧社会 の中で事業 において成功をお さめて いる。

　 b型 は,カ ナダ社会への同化 もかな りの程度,考 慮 に入れつつ,自 分た ちの アラブ

としての伝統文化 を大事 にす る者た ちである。 そ して その伝統文化の中 に占め るイス

ラームの重要性 は大 きい と考え,イ ス ラーム的行動 をとる人た ちであ る。子供 たちの

学校 は,カ ナダ の全 日制 をえ らび,カ ナダ社会 における子供 の将来のため,よ りよい

私立学校へ の志願希望 も強 い。 しか し同時に,一 家 で断食月を守 り,礼 拝 も欠 かさず

す る。 まわ りで飲酒 が行 なわれて いて も,彼 らだけはアルコールを飲む ことを全 くし

ない。 カナダ の地域社会を象徴す るコ ミュニテ ィ ・セ ンターで,バ レーボールなどの

スポーッ活動37)に み なで汗 したあ とも,「 ビールを一杯」 とい うような ことには絶対

な らない。 ジュースまた は紅茶 と甘い菓子 で,く つろぎ談笑す る。ブ リテ ィッシュ ・

コロンビアの場合 は,b型 に属す るア ラブの多 くは,エ ジプ ト人であ り,他 のア ラブ

はaま た はCに 属す る者が多い。 モ ン5リ オールの場合 も同様の ことがいえ,ア ラ

ブ文化 の紹介 を活発 に行な って いるのは,エ ジプ ト人た ちで ある。

　 c型 はア ラブ としてよ りもムス リムと してのアイデ ンティティを強 く持つ者で,た

て まえ と して は,ア ラブであ ることを否定す る人た ちで ある。 アラブであ ることを主

張 しない という点のみを とりあげ ると,現 象 的にはa型 に類似 して いるといえ るが,

動 機 は全 く異 なる。

　 彼 らは,イ ス ラームが国境を こえて人 類に普遍 的な もので あり,ム ス リムとしては,

国籍 を云 々す るべ きで はな いと考え る。 カナダ のス ンナ派のマス ジ ドには,パ キスタ

ン,イ ン ド,ス リランカ,フ ィジー,南 アフ リカ,モ ロ ッコ,チ ュニ ジア,サ ウジァ

ラビア,シ リア,レ バ ノ ン,エ ジプ ト,ヨ ルダ ンなどの国々か らムス リムが集 ま って

くるが,ア ラブ諸国 出身だ とおぼ しき人 たちに出身地を きくと,a型 の反応 とはちが

い,「 サ ウジア ラビアだ」「エ ジプ トだ」「モ ロ ッコだ」「レバ ノンだ」 とい うよ うに答

えて は くれ る。 しか しやがて 「そん な ことをど うして聞 くのですか,ど う で もよい こ

37)イ ス ラーム世界では,古 くからポロ競技やタカ狩などのスポーッが盛んであったが,西 欧近

　 代的なスポーツは,素 肌を露出してなされるからといった文化的なちがいのために,一 般に普

　 及してはいなかった。しかし最近では,バ レーボールや,サ ッカーなどの競技がはじめられて

　 おり,西 欧的スポーツ活動は,西 欧的近代化の1つ のメルクマールとなっている。
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とですよ。 私た ちはみな同 じムス リムです。」 と,こ ちらをた しなあるよ うに言 う。

　彼 らの多 くは,子 供 たちがカナダの学校 に行 くことを,好 ましくない教育 を うけ る

として,い さぎよ しと しない。イス ラーム教徒 のみの全 日制 の学校 をマス ジ ドの中,

あ るいは敷地内 に作 り,イ ス ラーム的教育 を うけさせてい る。

　 そ こで は男女 別学 が行 なわれ,女 生徒 はヴェールな どの イスラーム服を着用 してい

る。 ア ラビア語 は,コ ーラ ンの言葉 すなわち神 の言葉 と して,重 要視 され るけれ ども,

b型 のよ うに母 国語 と しての アラビア語 を強調 しない。 アラビア語の時間はあ るが,

授 業 は英語で行なわれ,仏 語の クラス も,も うけ られて いる。

　 イス ラーム至上主 義者のcと,ア ラブ文化の中 に占め るイス ラームの重要性を認識

す るbと が,互 いにあ る種の緊張関係は持 ちなが らも,カ ナダにおけるア ラブムス リ

ム・コ ミュニテ ィとイス ラーム的環境 を徐 々に作 りあげてい った といえよ う。イス ラー

ム的施設 ・機関の発展,ム ス リムの生存 を論 じる集会 が持 たれている ことなどを観察

す ると,こ れ らのア ラブムス リムが,地 理的には分散 して居住 して いて も,あ る種の

コミュニテ ィと してカナダ社会の中に根 をおろす過程 にあることがみ とめ られ る。

2.　 イス ラー ム的環 境 の整備

　 カナダにおいて初 めて公式 に組 織 さ れ た アラブ ムス リム ・コ ミュニティは,1957

年 に12人 の レバ ノ ン ・ムス リムた ちによって 創 始 され た ラク ・ラ ・ビシェ(Lac　 La

Biche)地 域 を中心 とす るArabian　 Muslim　 Associationで あ る[BARcLAY　 l969:

64-73]。1959年 に は,礼 拝 と集会 を行な う建物が,小 規模 なが ら建て られた。1962年

に は,人 々にコー ランを教 え るイマームが1名 任命 された38)。

　 その後 のアラブムス リムのカナダへの移住 によ り,次 々にアラブ ムス リムの コ ミュ

ニテ ィが作 られて いったが,初 期のア ラブムス リム ・コミュニティにおいて は,ラ ク

・ラ ・ビシュと同様 まず ムス リム連合会 のよ うな連絡組織がで き,次 いでマスジ ド,

イ ス ラーム的食品店,ム ス リム墓地 な どの宗教 的施設 が整備 され,そ れ に続いてスポ

ーッ ・クラブ,懇 親会な どの世俗 的組織,さ らに広報手段 と しての新聞,雑 誌 などの

出版 がなされてい った。

　 しか し,こ れ らが移住直後か ら,す ぐさま整備 され は じめて いったわけではない。

カナダ におけるムス リムは,モ ン トリオールなどの例外を除 いて,個 々の家族 が,都

市 およびその周辺部 に散在 してお り,集 中居住地 区が存在 しな いのが通例 であ る。 カ

38)教 育の他に,彼 は礼拝の指導,結 婚や葬式もとり行ない,人 々からイマームと呼ばれたが,

　 「厳格すぎて柔軟性に欠ける」と受けとめられていたという。
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ナダ にお いて も,中 国系,マ レー系,日 系な どは,親 類縁者 をた どって移民 して来 て

いる者 が多 く,お よその集中居住区 を作 って いるが,ア ラブの場合 は,個 別的 に移住

して来 てお り,ご く初期のFree　 entry時 代 に移住 して来た者を除いては,カ ナダに

来てか ら,し か も数年 た って偶然 の機会 に互 い に知 り合 った という者が多い。 とくに

1960年 代 以降,'カ ナダ西部 に移住 した者 は,そ れぞれが,カ ナダ的異 文化の中でぱ ら

ぱらに孤 立 して過 して きた とい う時期が長 い。 さきに述 べた移民政策 による資格審査

を通 って来た者であ ること,元 来,個 別主義的傾向 も強いア ラブであること,都 市 部

へ集 中 したた め,隣 接 して居住 した いと願 った者たち もま とまった居住地を得難か っ

た ことなどがその理 由と して考え られ る。

　 そのため,結 果的には第1段 階 に整備 された といえるマ スジ ド,そ の他 のイス ラー

ム的施設の建設 が着手 され るまで には,長 短 の差 はあるけれ ども,か な りの年月 が経

過 して いた ことがみ とめ られる。 その間,ア ラブ諸 国か らのムス リム移民たちは,個

別にカナダ とい う新 しい環境の中で生活 の舞台 を築 く努力を していた。 その過程 で,

西 欧的異文化 にす っか り同化す る者,同 化で きずに祖 国にUタ ーンしてい った者,

ア イデ ンテ ィテ ィ ・クライシス にお ちい る者 など,さ まざまであ った とい うが,ア ラ

ブ とい うアイデ ンティティを保持 した者,ム ス リムと してのアイデ ンテ ィティを持 ち

続けた者,ア イデ ンティティ ・クライ シスか ら抜 けでて ムス リム として の,あ るいは

ア ラブ と しての自己をとりもど した者,あ るいは,異 文化であ る西欧社会 の中に入 り

こん で,は じめて イス ラーム とい う自分の文化を意識 しは じめたという者39)な ど,す

なわ ち先 に類型 化 したb型 あ るいはc型 に属 す者 たちが,徐 々に他 のムス リムた ち

と連絡 を とりは じめ,地 理的 には分散 した まま,1つ の ムス リム ・コ ミュニティを形

成 しは じめ,そ の段階で,マ ス ジ ドなどの宗教施設がムス リムたちの間で考え は じめ

られた のであった。カナダにおけるイスラーム的施設 の発展 を助長するた め,リ ビァ,

サ ウジアラビアな どのムス リム国家が,マ ス ジ ド建設資金 の援助 を して いると報道さ

れて いるが[vANcouvER　 PRovINcE　 NEwsPAPER　 Ju,ly　7,1979],カ ナ ダ ・ムス リ

ムた ちは我 々のイニ シアテ ィブがまず あっての ことであ り,ま た援助 はサ ウジや リビ

アの政府当局 か らではな く,民 間の 「ムス リム兄弟姉妹」た ちか らの ものであ ると強

調す る。筆 者の調査 によ ると,サ ゥジァ ラビアや リビアなどの外 か らの イス ラーム ・

パ ワーが主導権を にぎってい るので はな いことは,事 実 だとみ とめ られた。ブ リテ ィ

ッシュ ・コロ ンビア州 リッチモ ン ドに建設 されたマスジ ドは,そ の一例であ る。マス

39)た とえば,ク ウヱー トにおける厳 しい禁酒令の法の眼をくぐって,ひ そかに飲酒していたり,

　 エジプ トでは,お おいに酒をあおっていたという者などが,飲 酒の自由なカナダに来て,し ば

　 らくたってから自ら禁酒をはじめたという例なども少くない。
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ジ ド建設 のための資金作 りは初期 においてカナダ,と くにブ リテ ィッシュ ・コロ ンビ

ア在住 のムス リムの間でイニ シアテ ィブが とられ,カ ナダ ・ムス リムた ちが自 らまず

寄付 をか って出た40)。 リ ッチモ ンドのマス ジ ド建設 の母体 になった ブ リティ ッシュ ・

コロンビア州 のムス リムた ち の 連絡組織 は,や が てBritish　 Columbia　 Muslim

Association(BCMA)41)と して,大 きな組織 に成長 したが,こ のBCMAか ら,代

表者の1人 がサ ウジア ラビアに派遣 され,彼 が民間 サウジアラビア人 に呼びか けて寄

付 を募 った とい う。 この方式 は,現 在 も続 いて おり,1985年12月 に は,ク ウェー トに

長 く住 み,そ の後 カナダへ移住 したエジプ ト人 がクウェー トに出向 くことを申 し出て,

マ スジ ド付属のイス ラーム学校建設 のための資金集めを した事 実 もある。BCMAの

よ うな ムス リムたちの連合体 は,自 然発生的な ものか ら,か なり意図的 な努力 による

大組織 まで,カ ナダ全土 に分散 して存在 し,そ の数をつかむ ことは難 しいが,最 大の

組織 は,Council　 of　Muslim　 Communities　 of　Canada(CMCC,カ ナダ ・ムス

リム ・コ ミュニテ ィ会議)で あ り,こ れ は,さ らに,北 米全域 にわ たるムス リム組織

であ る,Islamic　 Society　 of　North　 America(北 ア メ リカ ・イス ラム協会)の 傘下 に

入 ってい る。

　 これ らのムス リム組織 は,カ ナダ のムス リム ・コ ミュニテ ィに関す る問題 を討議す

るための場を提 供 して い る。 ここで の話題 は,カ ナダ的環境 ρ中でのイス ラームの問

題や,ム ス リムが直面 す る問題 に集 中す る。1981年5月16・17日 両 日に開催 さ れ た

CMCCの 第8回 総会で は,「 ムス リム女 性,フ ェ ミニズ ムと家庭」,「 ムス リム年 長

者 とカナダの社会構造」,「親 た ちの対応」などの テーマで セ ミナーが開かれた[Islam

Canada　 vol.9,　 No.　 l　 I981:8-9]。

　 他方,ブ リテ ィ ッシュ ・コロンビア の エ ジプ ト人 組 織,Nile　 Flaser　 Egyptian

Canadian　 Society(ナ イ ル ・フ レイザ ー ・エ ジプ ト系カナダ人協会)の よ うなアラブ

人 の文化連合組織 は,カ ナダ全土 に13組 織 を数 える。 これ らの組織 は文 化主張型(ア

ラブ主義型)と 筆者の呼ぶb型 グループ に属 す る者 が力を入 れて いる ものであ るが,

40)BCMA事 務局の役員および,建設運動にたずさわつたムス リムたちからの情報,お よび,　Aziz

　Khakiと のインタビューによる。

41)BCMAは,1966年 に設立され,現 在約1万 人の会員を容する。 その内訳は,フ ィジー人ム

　スリムが42%,パ キスタン人ムス リム39%,イ ン ド人ムスリム14%,リ ビア,レ バノン,エ ジ

　プ ト,南 アフリカのムス リムが残りの5%を 占める(う ち,エ ジプ ト人は0.5%)。 また,サ ウ

　ジアラビァから医学を勉強にきた学生なども含まれている。個人会費制で年会費は10ド ル。

　　BCMAは,特 に青少年や女性のための活動に力を入れている。年に3回,コ ーラン暗唱コ

　 ンテス トが行われるほか,月 に1度 はゲームを楽しむパーティー形式の集まりが行われる。女

　性のための講座や,西 欧風のいわゆるベイビー ・シャワー(赤 ん坊への贈り物を持ちよるパー

　ティ)も 開かれることが多い。また,非 イスラーム教徒との交流にも積極的であり,特 にユダ

　ヤ人やキリス ト教徒といった,「啓典の民」(Ahl　al-Kitab)と の交流を重視 している。
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排 他的なア ラブ人 のみ の組織で はない。 ア ラブ人の作 る多 くの集団がそ うで あるよう

に,一 種 の開放系を持 って いる。 ア ラブに興味 を持つ者,イ ス ラームに関心 を抱 く者,

あ るいは,全 くそれ らに関心 はな くとも,単 なる友だ ちと して,非 ムス リムのフラン

ス系 カナダ人,イ ギ リス系 カナダ人,ユ ーゴスラビアか らのムス リム,南 アフ リカの

ムス リム,日 本人(筆 者を含む)な ど もその正式 メ ンバ ー として受 け入れて いる。数

は多 くないが,ク リスチャンア ラブ もメ ンバ ーの中 に包含 してい る。

　 定期的な ピクニ ック,ス ポーッ活動,懇 親パ ーティ,子 供会,な どを行 な うのが主

な活動であるが,パ ーティな どの席上,い わ ゆる白人カナダ人 や,ク リスチャ ンアラ

ブが,飲 酒 を して いるのを許す雰囲気 もある。上記の活動以外に,ア ラビア語学校 に

力を入 れているが,ア ラビア人以外の,た とえばユ ーゴス ラビア人,ト ル コ人,南 ア

フ リカ人 ムス リムや ク リスチ ャンアラブの子供たち も,ア ラビア語を習い に来 ている。

時折,コ ーラ ンのア ラビア語 のみを教え るようにとい う親 たちの要望が出 され るが,

キ リス ト教徒のア ラブもアラビア語 を習いたが って いるのだか らと,イ ス ラーム本位

よりもア ラブ文化主 義の方 が,現 在の ところ,主 張 を通 してア ラビア語 学校が開かれ

てい る。 しか しb型 の中でもと くに宗教教育に熱心 なアラブの間 では,3,4家 族 が

もち まわ りで,個 人 的に コーラ ンのアラビア語 クラスを持 って いる例 もみ られ る。

　 アラブ人の連合会 は,連 絡誌 を毎月,あ るい は年4回 発行 して いるのが通例 で,非

ア ラブ人 も含めて会員 の動向を伝 えあった り,ア ラビア語起源 の英語や仏語 につ いて

の連載記事をのせた りしてい る。

　 これ らアラブ人組織 は,全 国組織で あるCanadian　 Arab　 Federation(CAFカ

ナ ダ ・ア ラブ連盟)に 統合 されてい るが,こ れによって統制 されてい るとい うわ けで

はない。CAFは そ の本部がオ タワにあ り,ア ラブ諸 国の大使館 との連絡 や,ア ラビ

ァ語 の新 聞などを送付す るとい った ことを して いるのみであ る。

　 これ らのムス リム連合会やア ラブ連合会 は,当 初 よりその成 員 メンバ ーに社会 的,

宗 教的な情報 を提供す るた めの通信 に力を入 れて いるが,最 近 は,カ ナダ ・ムス リム

のたあのイス ラーム的環境作 りのため,政 治活動 をす る傾向 も表れて来 てい る。 とく

にムス リム連合会の方 にその傾 向が強 く,1979年7月 には,CMCCか ら分派 して,

新 しいグループが誕生 した。この新 グループは,Moslem　 Political　Action　 Committee

(ム ス リム政治行動委員会)と よばれ,最 初の声明文の中で,Federal　 Liberal　 Party

(連邦 自由党)に 投票す るようにムス リムに呼びかけて いる[VANcouvER　 PRovlNcE

NEwsPAPER　 July　7,1979]。 また・カナダの .　lslamic　 society　 of　North　 America

の地域事務局は,州 及び連邦局に対 し毎週金曜日には,礼 拝のため,1時 間半の労働
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時間短縮 がで きるよ うな法律を制定 してほ しいと,オ ンタ リオの ムス リム2,000人 以

上 の署名 を集 めた嘆願書を提出 した[ToRoNTo　 GLoBE　 AND　 MAIL　 NEwsPAPE・R　 June

25,1983]。 これ らの活 動は,そ の具体 的成果 を見 るにはいた って いないが,全 世界

的なイス ラーム復興運動 の波 に呼応す るよ うに近年,活 発 な動 きをみせて いる。

　 このよ うな傾 向はカナダで発行 されてい るムス リム向けの出版物 の内容を検討 して

も明 らかである。出版 物 は,小 規模の ものまであげると,枚 挙にい とまないが,主 要な も

のの中か ら,と くにアラブおよびムス リム向 けの定期刊行物 をひろいあげると,次 の よ

うな ものがみ られ る。オ ンタ リオでは,Canadian　 Middle　 East　Journal,　 Arab　 World

Revieω,　Al　Fa之r　al-∠4rab.ト ロ ン トでは,1)a`a　 Maarak,オ タ ワではAn-Nahda,　 Sarkhat

AI　Haq,エ ドモ ン トンではAZ-Maurid,バ ンクーバ ーで はNFECS42)な どである。アラ

ブムス リムを含 め,カ ナダ全土 のムス リム向 けの最 も大 きい定 期刊行物 には,CMCC

の機 関誌で あるIstam　 Canadaが あ る。

　 また,北 米大陸全体の ムス リムにむ

けて は,Islamic　 Horizon,　 The　Middle

East,　The　Minalet,　 ImPactな ど の雑誌

があ り,中 東情勢や,北 米大 陸の時事

問 題,各 地 の ムス リム コミュニティ

の動向などを掲載 して い る。 中 で も

Islamic　Herizonは,カ ナダのエジプ ト

人 ムス リムの間で とくによ く読 まれて

いる。筆者のイ ンフ ォーマ ン トの多 く

はこの月刊雑誌 を定 期購読 して いる。

Community　 Centcrで のパ ーティー

で も,椅 子 の上 に読 みさ しが置かれて

い るのを,し ば しば見 かけた り,同 誌の

「イスラーム教徒 の結婚相手求人欄」

を読 みながら,結 婚 ぱな しに花が咲い

ているのに出 くわ した こともあ った。

若 者 む け には,　 Muslim　 Student

Association　 of　the　United　 States　and

写 真9　 イスラミック食料品店には,ア ラビ

　　　 ア語の新聞やムスリム関係の雑誌も

　　　 並んでいる

42)Nile　 Fraser　 Egyptian　 Canadian　 Societyの 略 称 。 エ ジプ トを 流 れ るNile河 と,バ ン クー

　 　バ ーを 流 れ るFraser河 に ちな ん だ名 称 で あ る。
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Canadaの 機 関誌であ るMSA　 News(Muslim　 Student　 Association　 News)な どが あ

る。

　 出版活動 の他 に,モ ン トリオールの放送局の1つ で は,週 に1度,ア ラブと くにモ

ン トリオールに多 いエ ジプ ト系 カナダ人のための ラジオ番組 が提供 されて いる。中東

ムス リム世界で有名な説教 師によるイスラームについての講話 は,人 気のあ る番組 の

1つ にな ってい る。 これ らのマス コ ミ活動は,先 に述 べたb型 に属す るアラブ によ っ

て は じめ られた ものが多 い。 と くにアラブ諸国の中では,カ ナダへの移民が最 も多 い

国のひ とつであるエジプ トか ら1960年 代 以降に移民 した者た ちが,イ ニ シアテ ィブを

とっている。先 に述べたよ うに,1960年 代 以 降のエジプ ト人移民 は高学歴 であ り,カ

ナダへ の移住前か ら英語や仏語 を話 す ことの 出来 る者が多 く,カ ナダ社会 に容易 にと

けこむ ことの出来 る条件 をそなえて いた。 また これ らエジプ ト移民 はイス ラームを含

む ア ラブの民族的遺産を誇 りにす る者が多い。したが ってモ ン トリオールで は,Circle

Saint-MarcやCircle　 Heliopolisな どの クラブを作 り,カ ナダ人社会 にむ けてア ラ

ブの芸術や文学や音楽を積極 的に紹介 して来た。映画を通 して,ア ラブ文化を広報 し

た り,カ ナダ にお けるエ ジプ ト研究者 グループのための ッアーを企画す るというよ う

な ことにも熱心 である[DEPT.　 oF　SEcRETARY　 oF　STATE　 l979:70ユ 。

　 アラブ ムス リム ・コミュニティは,以 上の 他 に,ハ ラール食 肉店43),イ ス ラーム

関係専門書店,イ ス ラーム教徒用墓地,ア ラブイス ラーム文化 セ ンタ ーな どを,次 々

に作 り,異 文化環境 の中に,ア ラブ ・イス ラーム的環境 を,少 しずつ整備 してい く過

程 にあ る。 これ らの一つ一つ についての詳細 は,稿 をあ らためて報告 する。

3.　 新 世 代 の 問 題

　 このよ うなアラブ ・イス ラーム的環境 が,将 来 において も,整 備 され続 け,活 力を

持 ち続 けるか どうか は,ア ラブムス リムの新 しい世代 の動 向と関連 して くる。

　先 に述べた ように,カ ナダ政府 による初期の移 民制 限のため,ア ラブムス リム移民

の カナダへの流入 の歴史 は,か な り最近 にな ってか ら形成 され は じめた ものであ る。

したが ってカナダ生 れの世代 がよ うや く成年 に達 しは じめたばかりであ り,彼 らにつ

いての情報 は少 ない。 しか し,次 の ような三点 か らその概観を考察 してみた。

　　 1)新 世 代のアイデ ンテ ィテ ィの問題

　　2)　 カナダ的環境 の中で の葛藤

43)コ ー ランの文句をとなえながら頸動脈を断ち切ることによって,イ スラーム的処理がなされ

　た食肉を売る店。　　　　　　　　　　　　　　 .
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　　 3)言 語問題

　筆者の調査時(1985年 ～1986)年,9才 か ら30才 で あ った若者た ち81人 に,聴 き取

り調査 あるいは,観 察調査を行 な った。 その うち,カ ナダ生れ は62人,あ との19人

は,留 学生 と してカナダの大学 に来て,そ の まま居残 った とい う青年 たちと,ア ラブ

圏 で高等教育を受 け職を求めて,カ ナダ にや って来た者であ る。9才 以上 を対象 に し

たのは,ア ラブ ・イス ラーム社会 の一般 の人 々の間 にお いて は,9才 にな ると,男 女

とも,断 食な どの礼拝の義務を負 うとされ,親 たちも,ム ス リムと してのつ とめを奨

励 し,本 人た ちもムス リムと しての自覚 を持 ちは じめ るか らであ る。 この調査 か ら得

られた結果 は,カ ナダ生 まれ とア ラブ生 まれの差 や男女 の差 は,ほ とん ど問題 にな ら

ず,年 令別 グル ープが くっきりとえがかれ るとい うことで あった。9才 ～14才 ま での

第一グループ(36人),15才 か ら24才 まで の第ニ グル ープ(16人),25才 以 上の第三グ

ル ープ(29人)で あ る。第一 グル ープ は;親 のアイデ ンテ ィティを,そ の まま受けつ

いでい るものがほ とん どで ある。すなわ ち,a型 第一グループの子 ど もた ちはカナダ

人 と しての 自分 を意識 して生活 してお り,カ ナダ人の如 くふるま うことを望み,か つ

そ うして いる。 このグループに属す る新 しい世代 は,ア ラブ民族,ア ラブ文化,あ る

いは,ム ス リムのグル ープ に自分 を同一視す る程度が きわめて低 い。

　 b型 第一 グループの子 どもた ちは,日 曜 日毎 にアラビア語学校 に送 られてい るもの

が多 い。 アラビア語の勉強 自体 は,「 つ ま らな い」 といい,不 熱心 であるが,ア ラビ

ァ語 を勉強すべ きだ とは思 ってお り,自 分 がア ラブで あるとの 自覚 は強い。C型 第一

グループの子 ど もたちは,全 日制の イス ラーム学校 に通 って いるものが ほとんどであ

写真10全 日制イスラーム学校に通うムスリムの子どもたち
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る。女子 は,ヴ ェールを被 り,足 首 までの長いスカー トをはいて通学 してお り,他 の

カナダ人 とは,全 く異な る服装 であるが,そ れをいやがる様子 もな い。筆者が面接 し

た うち5人 の女生徒 は,2年 ほど前 まで普通全 日制のカナダの学校 に通 って いたが,

親 にたのんで,イ ス ラーム学校 に転校 させて も らった とい う。彼 らの親 は,カ ナダの

学校 において も,イ ス ラーム的である ことがで きる し,む しろイスラームの影響力を,

腐 敗 しかかって いる西欧社会 におよぼす ほどでな くて はな らないと考 える積極的なイ

ス ラーム普遍主義者であ った。 しか し子 どもた ちは,カ ナダ的環境 の中で,自 分 たち

だけが,イ スラーム的であ ることは,で きない と思 った。 しか し,こ の時,こ の5人

の子 ど もた ちは,い ずれ もイス ラームをすててカナダ化 したいとい う発想 は全 く持 た

なかった という。現在イス ラーム学校 に通 っていて,と て も幸せ だと述べた。

　第ニ グループであ る15才 か ら23才 ま での子 どもた ちは,カ ナダ生 まれもアラブ生 ま

れ も親 たちのb,c型 と は関係な く,そ の73%ま で が アラブムス リムであるとの自覚

は持 つが,葛 藤の時代 にあ ると観察 された。いわゆ る``peer　 pressure"に'1画 ん で い

る と筆者 にうったえ るものが圧倒的 に多か った。 まわ りが酒 を飲んで いる時 には,自

分 も飲 んで しまう。酒 に酔 ってい っしょにさわ いだ り,あ ばれた りした後で,自 己嫌

悪 におちいるとい う。一方,a型 グループの親を持 つ子 ど もたちは,カ ナダ人 と同 じ

ようにふるま うことに疑問 は持 たず,カ ナダ人 と全 く同様 に行 動 しているのだが,時

折,異 和感 を持 った り,白 人カナダ人 か ら差別を されてい るのを感 じる ことがあると

答 えた者 がいた。

　Lila　Fahlmanは,教 鞭をとっていたエドモ ントンの中学校と高校で調査を実施し,

カナダのムスリムの若者に関する研究を行なっている。ムス リムの社会的 ・文化的価

値観と,カ ナダ社会における価値観 との間で葛藤を くりかえすムスリム学生の姿が報

告されている。たとえば,麻 薬を吸ったり,酒 を飲んだりする仲間からうとんぜ られ

ること,女 生徒が,短 いスカー トをはいたり,男 の子と席を並べて勉強することに抵

抗があること,ア ラブか ら来た友だちとアラビア語で話すと先生から叱られることな

どがあげ られている。被調査者であるムスリムの生徒たちは,彼 らの両親から受けた

家庭での教育に強 く影響 されており,イ スラームを彼 らの価値体系の根源と考えてい

る。それ故に,価 値観の異なる西欧社会の中にあって心理的葛藤を持ち,カ ナダ社会

に批判的 にな る傾 向があ ると指摘 して いる[LILA　 l983:205]。

　 筆者 の調査 した81人 の うちの27%の 若 者 たちは,自 分の親 はア ラブムス リムだ し,

自分 も生 まれた ときか らイス ラーム教徒 だとい うことにな ってい るけれど も,自 分 自

身 はアラブの地 を見た こともな く,イ ス ラームにも関心がない。 自分 の国はカナダ し
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か考え られない とい う者 たちで あった。親 との間に コンフ リク トがあ り,と くに,異

性 とのつ き合 いに関 して親 と意見の衝突をみ ることが多 い。 彼 らは 「『娘 はつ き添い

な しで家の外でデー トしてはいけない』 と考え る親た ちは,時 代 お くれで ある」 と,

強 い抵抗を示す。 その結果,逆 に異性 との交際 において極端 に走 って しま うもの もい

る。親た ちが,前 節で述 べた出版物 の結婚相手求人欄 に「敬慶 なムス リム男性を求 む」

とか 「当方,カ ナダ生 まれのムス リム男性,誠 実な ムス リム女 性を求 む」 などとい う

広告44》を出 した り読ん だ りす るのは,馬 鹿 げた ことだ と一笑す る。

　 しか し,「ムス リムの子女 は両親の正式 な許可 がなけれ ば決 して結 婚 しない」とい う

伝統 的慣習 に対 して はど う思 うか とい う質 問に対 して は,必 ず しも否定的で はない。

当事者間 の同意 のみで もよいけれ ども,親 もみ とめた方 がよいと思 うと,柔 軟な態度

をみせ る ものが多い。 しか し,い ず れに しろ,第 二 の年令 グループ にい る青 年男女は,

最 もゆれ動 き悩ん でい る世代 にあ る。

　 25才 をすぎた若者た ちは,幼 児の頃ア ラブイス ラーム圏で育 った もの78%,そ うで

ない もの22%で あ ったが,一 様 にイスラームへの傾斜を示 した。 この世代 の多 くは9

才 前後の時両親 とともにカナダに移 って来て以来,カ ナダの小,中,高 等学校 および

大学で教育を受 け,学 生 時代 は,友 だちと酒 も麻薬 もや った。 しか し麻薬 や酒 に酔 い

つぶれて いる友 だ ちの姿 に異和感 を持 ち,そ うい う友だ ちとはつ き合 わな くなったと

い う者が ほとん どを占めていた。西 欧的価値観 を一度 は受 け入れた ものの,自 分 はア

ラブムス リムであ るとい う意識 を持 つにいた り,ム ス リムの会合や,マ ス ジ ドでの会

合 に顔 を出 して いるうちに,そ れまでの もや もや した アイデ ンティテ ィ ・クライ シス

のよ うな もの か ら脱 出 し,安 定感を得 ることが出来 た と答 え,イ ス ラーム的価値 と西

欧的それの間 の葛藤 は意外な ほどみ られなか った。

　 ムス リムの青年た ちは,1980年 のCMCG第7回 年次会議で,彼 らが関心を持 って

い る諸問題 を話 し合 える場 を提供 された。 その時討議 されたのは,パ ーティーで,カ

ナダ人 の友人た ちが アル コールや麻薬 に酔 って いる時 に,彼 らムス リムが禁酒 を して

44)た とえば,北 米イスラーム協会(lslamic　 Society　of　North　 America)の 月刊誌 「Islamic

　 Horizons」 のmatrimonialsと い う頁には,ム スリムの男性がムスリムの女性を求め る欄,

　 ムスリム女性がムスリム男性を求人する欄の二つに分かれ,た とえば,次 のような広告になっ

　 ている。

　　　 "Arab　 Sunni　Muslim　 seeks　matrimonial　 correspondence　 with　Muslimah　 age　30-40.

　 　 　 photo　4　details　with　first　letter　please.,,

　 　 　 "Egyptian　Muslim　 seeks　marriage　with　American　 Muslimah.　 Details　and　photo　with
　 　 　 first　letter,,

　 　 　 ``Brother(ム ス リム男性のことをさす)seeks　inquires　for　his　Egyptian　sister(ム ス リム

　　　女性)age　 26,　student　for　Business　Adm.,　 from　devout,　practicing　Muslim　 brother,

　 　 　 [lsLAvutlc　HoRlsoNs　voL.　XIV,　No.1,Rabi`al　 Thani　1405(イ スラーム暦1405年 ラビーウ

　　　 ・アッサーニー月)January　 l985]

719



国立民族学博物館研究報告　　12巻3号

いたがゆえに気 まず くな った り,ハ ラール食 肉のみ に制 限す ることが困難 になった り

とい う問題 であ った。 この合会で は,み なが問題 を出 し合 うことで終 った ようであ る

が45),そ の会議 に出席 した若者 た ちに きくと,同 じことを悩んで いる者の多い ことが

わか り,互 いに心 を打 ち明けた のは,何 よりの成果 だ った とい う。 この会議の席上 で

は互いの コ ミュニケーシ ョンは,英 語 と仏 語でお こなわれ,ア ラビア語はい っさい使

われなか った。

　 筆者の調査において,移 民第一世代 との面接 は,ア ラビア語でな されたが,9才 か

ら30才 までの若者 とは,ほ とん ど英語で行 な うことになった。 アラビァ語がで きるも

ので も,英 語 で話 す方 が楽で あるという。

　 民族 と言語 の関係 は密接で祖先か らの言語 が文化継承 の上で重要な意味を持 つ こと

は,一 般 によ くいわれて来た ことであ る。 しか し,ア ラビア語 とア ラブ民族 の関係 は,

単 純な相関関係 にあ るのではなさそうであ る。 ア ラブムス リム,と くに若者 とア ラビ

ア語の関係はどのよ うな ものであろうか。初 期の移民(今 世紀初め に来た移民)は,

自分た ちの言語ア ラビア語 を保持 した。彼 らの多 くは,カ ナダへ来 る以前 に英語 も仏

語 も学んだ ことがな く,新 しい国において も,商 売上,仲 間 うちで頻繁 にア ラビア語

を使 っていた。

　 しか し,初 期移 民の子孫 の間で は,ア ラビア語 が存続 して いるとはいい難 い。 親の

方は熱 心で5,6家 族 がグループにな り,家 庭 で,も ちまわ りの アラビア語 クラスが

もたれ,父 母 の誰 かが,順 番 にアラビァ語 を教 え るとい うよ うな 自主授業 も多 くみ ら

れ,ア ラビァ語 を存続 させ るた めに設立 されたア ラビア語学校 も資金不足 に悩んでは

い るものの,各 所 に点在 して いる。 しか し,生 徒た ちが 日常の生活で使わない言 語に

なかなか熱心 にな らず,世 界で も難 しい言語 の一つ とされ るアラビア語の習得を放棄

してい くケースが多 い。

　第二 次世界大戦後,カ ナダ に来 た多数 の新 しい移民 によ り,ア ラビア語を話す コ ミ

ュニテ ィに,か な りの活力が もた らされた とい う事実 もあ り,現 在ア ラブ系 カナダ人

のほぼ3分 の2は 家庭生 活で アラビア語を使 って いる。 しか し,新 しい移民によ って,

ア ラビア語 が もち こまれて いるという状況 があるに もかかわ らず,全 体 と しては,と

くに若者た ちの間で アラビア語が失われつつあることは否定で きない。 前述 したよ う

に,新 しい移民の多 くは高学歴であ り,カ ナダに来 る以前 に,英 語 また は仏語を多少

45)1980年5月19日 付The　 Globe　and　Mail紙 のKashmeri　 Zuhairの 記事による。ここでは,

　 結論は何も出なかったと報道されているが,こ ういう問題でCMCCの 会合が持たれたのは,

　 初めてのことでこの会合に出席 したムスリム青年男女たちに聴いてみると個人的に得ることが

　多かったという。
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な りとも知 ってお り,い ずれ本 国へ戻 るとい う予定を もつもの は少ない。 これ らの理

由か ら,初 期の移 民に比べ,親 か ら子 どもヘァ ラビァ語 を伝 えるということに成功 し

て いる率 は低 く,成 功 させ ようとい う熱意 もb型 グループの親た ち以外の グループで

はそれほど強 くない。

　 ア ラビア語 の能力が低下 して いることは,ど うい うことを意味す るか。ア ラビア語

の喪失 を もって,カ ナダ生 まれの世代 は,移 民第一世代 よりも,ア ラブ と しての文化

的 アイデ ンテ ィテ ィが低下 して いると指摘 す るア ラブ出身のカナダ人社会学者 もい る

が[ABu・ ・LABAN　 l980:215-218],単 純 にそ ういい切 る ことはで きな いとい うのが

今 回の調査研究 を しての筆者の一つの結論であ る。 ア ラブと しての アイデ ンティテ ィ

を,ア ラビァ語能力 とい うメル クマールだけでは判 断で きな い。

　 た しかにア ラビア語 は,ア ラブ的伝統社会 との文化 的つなが りを保つ上で,重 要 な

役割 を果す ものではある。 しか し,別 稿で詳述 するよ うに,筆 者が集中調査を行 な っ

たエジプ ト人社会 において も,ア ラビア語 が失 われ ることは,ア ラビア文化,ア ラブ

民族 のアイデ ンテ ィテ ィを失 うことにはな っていない。 アラビア語 は,コ ーランの言

葉 として,神 の言葉 と して,ま た,音 楽 的美 しさを持 つ言葉 と して,ア ラビア語を話

せ ない若 い世代の間 において も,重 要な価値を持 つ言語 と して考え られてい る。 表現

手段 と しての 「実用言語」 は英語 であ って もかまわな いとす るのであ る。 アラビァ語

は 「価値言 語」 と して彼 らの文化遺産 の中に場 を占めて いるといえ よう。文化遺産 の

その他の側面,た とえば,音 楽,踊 り,詩,宗 教上の慣習,社 会構造,価 値観 などは,

「実用言語」 とは独立 に存続 しうると考え られるのである。 アラブムス リムた ちが英

語 で話 しなが ら,そ の内容 に,中 東 ア ラブ諸 国で筆者 にはな じみ にな ったア ラブ的価

値観が色濃 く出てい るのを見 て も,ま た英語でのみ 日常 生活を行 なって いる若者た ち

の間 に,ア ラブ的行 動様式 が観察 され ることか らも明 らかである。

　 しか し,ア ラビア語の喪失 とイス ラームへの傾斜 との間 には,あ る種 の相 関関係 が出

て くることが考え られる。 ア ラビア語 もアラブ伝統文化 も否定 して来 たa型 グループ

の者が さきにふれたよ うに,あ る日突然の如 く,c型 グループに入 り,熱 心 なムス リ

ムと して行動 しは じめるケースや,b型 が,　c型 に対 して,緊 張関係 を もちなが らも,

イス ラー ムとい う点で,c型 グル ープ に一歩 ゆず ってお り,　b型 グループか らc型 グ

ループへの移行 も,と くにア ラビア語 の話せない世代の中にみ られ るという事実か ら

考察す ると,ア ラビア語の能力の低下 は,ア ラブ としてのアイデ ンティテ ィか らムス

リム としてのアイデ ンティテ ィへ移行させ る契機 をは らんでい るといえ る。

　さ きにのべた若者第1グ ル ープや第2グ ループが,年 令 を経 るとともに,第3グ ル
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一プのように成長 してい くとは,も ちろん簡単 に推論 はで きない。 しか し,ア ラビア

語ので きないア ラブムス リムが,ア ラブ としてのアイデ ンテ ィティよりも,自 らのア

イデ ンテ ィテ ィをムス リムで あるということに求 め る可能性 は,充 分考え られ る。両

親 の使 用す る母語 を失 い,流 暢 な英語や仏語 をあやつ りなが ら,イ ス ラーム協会やマ

ス ジ ドで役員 をつ とめている新世代 の例を,す で に見かけ るのであ る。

総 括 と 結 語

　本論文 は,カ ナダ におけ るムス リム,と くにアラブムス リムの事例研究 に先立 ち,

その背景を明 らか にす るための序論 と して書 かれた ものであ る。世界 で二番 目に広 い

面積 をもつ広大な国,カ ナダ におけるア ラブムス リムを概観す ることは,資 料 が充分

に存在 しないとい うこともあ り,至 難 であ った。 しか し,ア ラブムス リムを,カ ナダ

の移民史 の中に位置づ け,さ らに,今 後 の展望 を総括 的に論 じることは,あ る程度 で

きた と思 って いる。

　 カナダは,1867年 以 来積極 的な移民政策を行ない,現 在 では多 くの民族集団を含む

多文化主 義の国家 とな って いる。 しか し,第1章 で述 べたよ うに,カ ナダの移民政策

は長 ら く 「望 ま しくない」 「同化不可能な」 移民を排斥 して行 なわれ,排 斥 された移

民の中 には,ム ス リムおよびア ラブ も含 まれていた。1960年 代 に移 民法の改正 が行 な

われ,学 歴,経 験,職 業技能を重視 する 「得点制度」が採用 された。 また保証人 のあ

る移民 も,親 族の再統合 の観 点か ら優先 されて きた。 しか し最近では,カ ナダの経済

的不振 にともな い,移 民の数は減少 して いる。 カナダの ムス リム移民は,こ のよ うな

移民政策や経済状況 に,常 に大 きな影響 を受 けて きた。移民法の緩和 によ り,ム ス リ

ム移民の人 口は急激 に増加 し,1985年 に は約12万 か ら14万 人 に達す ると言われてい る。

　 これ らムス リム移民の 出身地 は,本 稿 で詳述 した よ うに,さ まざまであ る。移 民法

が改正 された1960年 代 以 降,イ ン ド,ア フ リカ,フ ィジーなどか らの イ ンド系 ムス リ

ム移民 が増加 し,筆 者が集 中的 に事例研究 を したブ リティ ッシュ ・コロンビアで もフ

ィジーか らのムス リム ・コ ミュニ ティが最多数人 口を もち,ア フ リカか らのイスマー

イール派 ムス リムが地盤 を作 りつつ あった。 レバ ノ ン,エ ジプ ト,シ リアな どか らの

ア ラブ移 民 も,60年 代 以 降は専門職 をもつ者,ホ ワイ ト・カ ラー層が増えて いる。

　 しか し移 民法 が改正 され,ム ス リムや アラブの移民数 が増加 して も,彼 らを迎え入

れ るカナダ社会 の側 に偏見 や差別 がな くな ったわけではない。「石 油成金 」「狂信的」

とい ったイメージは,一 般市民 だけでな くイ ンテ リ層 の間 にも存在 し,カ ナダで発行
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されてい る教科書 にももちこまれている。 ブ リティ ッシュ ・コロンビア州バ ーナビー

におけ る,イ スマ ーイー リー ・セ ンター建設 に対す る周辺住民の反対や,オ ンタ リオ

州バ リーの シーア派 ムス リムに対す る体育館使用不許可の例 も,ム ス リムに対 する差

別 や偏見 か ら起 った ものであ った。

　 この よ うな環境 に対 し,ム ス リム,と くにアラブムス リムはどのよ うに対応 したか

とい う点 について,筆 者 はア ラブムス リム個人の,あ るいは集団と して のアイデ ンテ

ィテ ィの問題,コ ミュニテ ィ形成,カ ナダ生 まれの新世代の動向か ら考察 してみた。

その結 果,ア ラブムス リムは,a.同 化 型,　b.文 化主張型,　c.ト ラ ンスナシ ョナル型

の3種 類に分け られる ことが判明 した。カナダ社会 に同化 する ことを第一 目的 と し,

ア ラブであ ること,ム ス リムであることを否定す るa型,ア ラブの文化 的伝統 を大

事 に し,そ の文化継承 の重要 な一つ と して イス ラーム的行動 をとるb型,ア ラブ民

族 とい うことにもア ラブの国籍 を もつ ことにも重要性をおかず,国 籍 などをこえムス

リムと してのアイデ ンティティを 重視す るc型 であ る。 この うち,多 数派を 占め る

b型 とc型 に属す るものが,カ ナダにおけ るア ラブムス リム ・コ ミュニテ ィを形 成

して きたといえる。 しか し,少 数派であるa型 も,あ る 日突然 の如 く,c型 に移行す

るとい う現象 がみ られ,そ のダ イナ ミズ ムを含 めてabc各 々が,カ ナダ にお けるムス

リム コ ミュニティ形成 に関与 してい るといえ る。 それぞれや り方 は異な るが,こ れ ら

のア ラブムス リムによってカナダ における多 くのマス ジ ド建設,BCMAやCMCC

の よ うなムス リム組織 の形成がな され,ア ラブやムス リム向け定期刊行 物の出版 も盛

んである。

　 カナダ社会 にお ける差別 と偏 見,イ ス ラーム的環境の整備 という状況 の中で,カ ナ

ダ生 まれの新世代 は,彼 らを とりま く非 イス ラーム的 ・カナダ的環境 とイス ラーム的

家庭環境 との二重環境の中でゆれ動 きなが ら,自 己の アイデ ンテ ィテ ィ確立のための

葛藤 に悩む者 も多い。筆者 は,新 世代の ムス リムを,年 令集団別 に調査研究 したが,そ

の結果 明 らかにな った ことは,15～24才 で は,非 ムス リムの同世代 とのpeer　 pressure

に悩 むが,徐 々に,ア ラブムス リムで あるとの 自覚 とアイデ ンテ ィティを形成 してい

く者が多 いということであ る。 いずれ の年令集団で も実用言語 としての ア ラビア語の

能力 は低下す る傾向 にあ る。 しか し,日 常生活 は英語で行 な っていて も,彼 らの母語

と して,あ るいは神の言葉 としてア ラビア語 を第一言 語 として考 える者が多 い。すな

わ ち 「価値言語」 としてのア ラビア語 は保持 されて いるとい うことで ある。 コ ミュニ

ケ イ ション手段 として使 う言語 は,ア ラビア語でな くな って しまい,英 仏語 で日常生

活 を行な うようにな って も,ア ラブムス リムは,ア ラブムス リムと して カナダ社会 に
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強固 に生存 しつづけてい くと考 えて よかろ う。

　 トル ドー首相以来 のカナダにおける多元文化主 義 は,多 様な民族集団 の存在す る現

在 のカナダ において,カ ナダ人 としての アイデ ンテ ィテ ィよ りも,民 族集団 と しての

アイデ ンティティを持つ ことを奨 励する結果 とな って いる。それは,そ れぞれの出身

国との結 びつ きを強化 し,本 国の問題 をカナダ に持 ち こむ結果 に もな って い る46)。

ア ラブ世界で活性化 してい るイス ラーム復興運動 と,カ ナダのア ラブムス リムが結 び

つ く契機 を増大 して いるともいえる。

　 そ うい うカナダの環境の中で,ア ラブムス リムの新世代が,機 能言語 として のアラ

ビア語 を失 い,価 値言語 と してのア ラビア語 を保持す るとい う一ことは,イ ス ラームが

啓示 された神の言語 と してのア ラビア語 を大事 にす るということの方 が,ア ラブ民族

の母語 と して のアラビア語を重要視 するよ りもはるか に大 き くな ってい くと考 え られ

る。 とすれば,ア ラブ民族集団の一員 と して より,ム ス リム集団の一員 として,自 己

同定 して い く可能性の方が,二 世,三 世の時代 には大 にな るか もしれない。 そ うい う

ことになれば,カ ナダ にお けるイス ラーム的環境 の整備 は,ま すます強化されてい く

であろ うし,カ ナダ にお いて も,他 の欧米諸 国と同様 にイス ラームが第二宗教化 する

方 向に進ん でい くで あろう。

　以上 のよ うに,移 民政策の持つ国家エゴ,あ るいは,あ る特定民族 集団の利益 と結

びついたエゴが明 らかにされ,偏 見や無知 がひ きお こす少数民族集団への圧迫 を,ム

ス リム,と くにアラブムス リムの問題 を通 して考察す ることがで きた。 同時 にそ うい

う否定 的異文化環境 の中にあ って,さ らに根 をはって いこ うとす る民族 集団の もつ強

靱 さ も浮 きぼ りにされた。

　 ここで今後 の課題 と して問題 にな るのは,民 族集団を民族集団た らしめてい るもの

は何 か とい うことである。 それ は従 来,一 般 に民族 の分類基準 とされていた言 語では

な く,そ の民族集団 に属す る成員の生 き方 を決 めて い く価値観で はないか,と い う仮

説 を提供 して お きた い。 アラブムス リムの場合 には,イ スラームとい うものが,そ の

価値体系 の大 きな部分 を占めるものであ ることは,本 稿でみた ところであ る。

　 いずれに して も,民 族 とは何かが,カ ナダにおいてのみでな く世界中で,も う一度

問いなおされね ばな らな い時期 に来 てい ると考 え られ る。

46)シ ーク教徒のカナダにおける暴動などはその例である。
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